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円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て

浅

野

学

一
、
問
題
の
所
在

円
珍
（
八
一
四
袞
八
九
一
）『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』（
以
下
『
四
種
声
聞
記
』）
一
巻
は
、
世
親
（
一
説
で
は
、
四
〇
〇
袞
四
八
〇
）

『
法
華
論
』
に
お
い
て
説
か
れ
る
四
種
声
聞
、
す
な
わ
ち
決
定
声
聞
、
増
上
慢
声
聞
、
退
菩
提
心
声
聞
、
応
化
声
聞
に
つ
い
て
、
そ

れ
ら
の
声
聞
の
本
地
が
何
で
あ
る
の
か
を
、
問
答
形
式
に
よ
っ
て
論
じ
て
い
る
書
で
あ
る
。

本
稿
で
は
『
四
種
声
聞
記
』
に
つ
い
て
、
国
訳
し
た
テ
キ
ス
ト
等
に
基
づ
い
て
本
書
の
論
述
内
容
を
検
討
し
、
先
行
研
究
を
踏
ま

え
て
、「
対
照
し
て
さ
ら
に
考
察
す
べ
き(１)」
で
あ
る
『
四
種
声
聞
記
』
と
『
阿
若
集
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

二
、『
法
華
論
』
の
四
種
声
聞
に
つ
い
て

『法
華
論
』
は
、
イ
ン
ド
撰
述
の
法
華
経
注
釈
書
と
し
て
唯
一
現
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
古
く
か
ら
法
華
経
研
究
に
お
い
て
重
要

視
さ
れ
て
き
た
経
論
で
あ
る
。
現
存
す
る
『
法
華
論
』
は
、
勒
那
摩
提
訳
『
妙
法
蓮
華
経
論
憂
波
提
舍
』
一
巻(２)と
、
菩
提
留
支
訳

『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舍
』
二
巻(３)と
の
漢
訳
二
本
の
み
で
、
梵
本
お
よ
び
蔵
訳(４)は
散
逸
し
て
い
る
。
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『法
華
論
』
は
、
内
容
上
か
ら
「
七
成
就
」「
五
示
現
」「
七
喩
」「
三
平
等
」「
十
無
上
」
の
五
章
に
分
け
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

法
華
経
の
各
品
に
対
し
て
、「
七
成
就
」
で
は
序
品
第
一
を
、「
五
示
現
」
で
は
方
便
品
第
二
を
、「
七
喩
」「
三
平
等
」「
十
無
上
」

で
は
そ
の
他
の
諸
品
に
つ
い
て
注
釈
し
て
い
る
。『
四
種
声
聞
記
』
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
四
種
声
聞
は
、『
法
華
論
』
の
「
三
平

等
」
で
説
か
れ
て
い
る
。
該
当
箇
所
で
は
、
四
種
声
聞
の
授
記
に
関
し
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
節
は
『
法
華
論
』
の
中
で
も

有
名
な
箇
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。『
法
華
論
』
の
該
当
箇
所
に
は
、

声
聞
の
人
の
授
記
を
得
る
と
言
う
は
、
声
聞
に
四
種
あ
り
。
一
に
は
決
定
せ
る
声
聞
。
二
に
は
増
上
慢
の
声
聞
。
三
に
は
菩
提

心
よ
り
退
す
る
声
聞
。
四
に
は
応
化
の
声
聞
な
り
。
二
種
の
声
聞
に
は
如
来
は
記
を
授
け
た
ま
う
。
謂
く
応
化
の
者
と
退
し
お

わ
り
て
還
た
菩
提
心
を
発
す
者
な
り
。
決
定
せ
る
者
と
増
上
慢
の
者
と
の
二
種
の
声
聞
の
若
き
は
根
熟
せ
ざ
る
が
故
に
授
記
を

与
え
ず
。
菩
薩
が
授
記
を
与
う
と
は
、
方
便
も
て
菩
提
心
を
発
せ
し
む
る
が
故
な
り(５)。

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
決
定
せ
る
声
聞
」「
増
上
慢
の
声
聞
」「
菩
提
心
よ
り
退
す
る
声
聞
」「
応
化
の
声
聞
」
が
、『
四
種
声
聞

記
』
の
取
り
上
げ
る
四
種
声
聞
で
あ
る
。『
法
華
論
』
で
は
、「
二
種
の
声
聞
に
は
如
来
は
記
を
授
け
た
ま
う
」
と
し
て
、
そ
の
二
種

に
応
化
声
聞
と
退
菩
提
心
声
聞
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
「
決
定
せ
る
者
と
増
上
慢
の
者
と
の
二
種
の
声
聞
の
若
き
は
根
熟
せ
ざ
る
が

故
に
授
記
を
与
え
ず
。
菩
薩
が
授
記
を
与
う
と
は
、
方
便
も
て
菩
提
心
を
発
せ
し
む
る
が
故
な
り
」
と
し
て
、
決
定
声
聞
と
増
上
慢

声
聞
に
は
、
如
来
か
ら
授
記
は
与
え
ら
れ
ず
に
、
菩
薩
か
ら
菩
提
心
を
発
さ
せ
る
た
め
の
授
記
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
。

『法
華
論
』
の
い
わ
ゆ
る
四
種
声
聞
授
記
の
内
容
は
、
成
仏
の
問
題
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
後
に
こ
の
問
題
が
争
点
と

な
っ
た
学
派
間
論
争
が
起
き
た
際
に
、
成
仏
解
釈
の
重
要
な
論
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
唐
代
に
天
台
宗
と
法
相
宗
と
の
間
で
起
き

た
成
仏
論
争
で
は
、
四
種
声
聞
授
記
の
記
述
に
対
し
て
双
方
の
立
場
か
ら
異
な
る
解
釈
が
な
さ
れ
た
。
天
台
宗
は
一
切
皆
成
の
立
場

か
ら
、
四
種
声
聞
の
全
て
が
授
記
を
受
け
て
成
仏
す
る
と
主
張
し
た
。
一
方
、
法
相
宗
は
五
性
各
別
の
立
場
か
ら
、
決
定
と
増
上
慢

の
二
種
類
の
声
聞
に
つ
い
て
は
如
来
か
ら
授
記
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、
一
分
不
成
仏
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
中
国
仏
教
で
起
き
た

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
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野
）

二
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こ
の
論
争
は
日
本
仏
教
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
て
、
後
に
天
台
宗
の
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
七
袞
八
二
二
）
と
法
相
宗
の
徳
一
（
生
没
年

不
詳
）
と
の
間
で
、
成
仏
の
問
題
を
め
ぐ
る
三
一
権
実
論
争
が
起
こ
っ
た
。

天
台
宗
に
お
け
る
『
法
華
論
』
の
依
用
に
つ
い
て
、
藤
井
教
公
﹇
二
〇
〇
一
﹈
で
は
、

天
台
で
は
上
述
の
如
く
潅
頂
が
修
治
し
た
智
顗
の
著
作
に
引
用
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
の
天
台
教
団
の
中
で
も
重
視
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
本
論
は
最
澄
以
来
の
日
本
叡
山
に
お
い
て
重
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、
最
澄
は
自
身
で
本
論
の
科
文
を
製

し
て
い
る
。
ま
た
、
円
珍
は
入
唐
し
て
天
台
山
で
天
台
章
疏
を
学
び
『
法
華
論
記
』
十
巻
を
著
し
て
い
る(６)。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
天
台
宗
の
第
五
世
座
主
と
し
て
知
ら
れ
る
智
証
大
師
円
珍
が
撰
し
た
『
法
華
論
記
』（
以
下
『
論
記
』）

は
、
全
十
巻
か
ら
成
る
大
部
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
国
三
論
宗
の
吉
蔵
（
五
四
九
袞
六
二
三
）
が
撰
し
た
『
法
華
論
疏
』
三

巻
と
並
ん
で
、『
法
華
論
』
の
末
注
書
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
円
珍
は
『
論
記
』
巻
第
七
末
に
お
い
て
四
種
声
聞
授
記
に
つ

い
て
注
釈
し
て
お
り
、
そ
の
箇
所
で
は
智
顗
（
五
三
八
袞
五
九
七
）
説
、
潅
頂
（
五
六
一
袞
六
三
二
）
記
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
や
、
湛

然
（
七
一
一
袞
七
八
二
）『
法
華
文
句
記
』
等
の
文
言
を
頻
り
に
引
用
し
て
、
そ
れ
ら
天
台
章
疏
の
説
に
依
拠
し
な
が
ら
詳
細
な
注
釈

を
施
し
て
い
る
。

三
、『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
に
つ
い
て

『四
種
声
聞
記
』
は
円
珍
の
名
義
で
著
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
書
に
は
偽
撰
説
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
仏
書

解
説
大
辞
典
』
で
は
、

本
書
は
円
珍
が
法
華
論
声
聞
本
地
を
案
ず
る
に
定
相
を
知
り
難
く
、
た
ま
た
ま
入
唐
に
際
し
無
慶
和
尚
の
弟
子
恵
則
よ
り
聞
き

し
所
を
後
に
延
暦
寺
山
王
院
に
於
い
て
元
暦
七

(
マ
マ
)

年
三
月
二
十
八
日
よ
り
三
十
日
に
至
る
間
に
案
記
し
た
と
い
う
も
古
来
偽
視
せ

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）
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ら
る
る
所
で
、
凡
ら
く
尊
通
の
い
う
如
く
円
珍
の
真
撰
に
は
非
ら
ざ
る
べ
し(７)。

と
解
説
し
て
い
る
。『
四
種
声
聞
記
』
は
主
題
の
絞
ら
れ
た
小
部
の
論
書
で
あ
り
、
こ
れ
は
円
珍
真
撰
で
随
文
解
釈
の
『
論
記
』
と

は
全
く
趣
の
異
な
る
著
述
で
あ
る
。『
四
種
声
聞
記
』
の
内
容
に
関
し
て
は
、
三
崎
良
周
﹇
一
九
七
八
﹈
の
解
説
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
本
稿
第
四
章
で
述
べ
る
。

本
書
の
書
名
に
関
し
て
は
、「
法
華
論
四
種
声
聞
」
ま
で
は
そ
の
ま
ま
理
解
出
来
る
が
、「
日
記
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
こ
れ

が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
円
珍
の
著
述
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
、「
日
記
」
と
い
う
書

名
が
付
く
も
の
は
、
厳
密
に
は
本
書
し
か
存
在
し
な
い
。「
厳
密
に
は
」
と
述
べ
た
の
は
、
俗
称
で
「
日
記
」
と
の
表
記
が
含
ま
れ

る
『
教
観
日
記
』
と
い
う
円
珍
の
著
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
教
観
日
記
』
は
、
正
確
な
書
名
を
『
阿
若
集
』
と
い
う
。『
大
日
本

仏
教
全
書
』
所
収
の
『
阿
若
集(８)』
を
見
る
と
、
題
名
の
下
に
「
此
下
新
本
有
俗
云
教
観
日
記
六
字(９)」
と
い
う
校
注
が
あ
り
、
こ
こ
か

ら
『
阿
若
集
』
の
俗
称
が
『
教
観
日
記
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
先
に
円
珍
の
著
述
と
述
べ
た
が
、
実
は
こ
の
書
も
ま
た

『
四
種
声
聞
記
』
と
同
様
に
偽
撰
説
の
あ
る
小
部
の
論
書
な
の
で
あ
る()。
10

『四
種
声
聞
記
』
と
『
阿
若
集
』
の
論
述
内
容
を
検
討
す
る
と
、「
阿
字
」「
大
日
」「
大
毘
盧
遮
那
」
等
の
用
語
が
散
見
さ
れ
、
ま

た
梵
字
な
ど
の
使
用
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
両
書
が
密
教
的
な
性
格
を
含
ん
だ
著
述
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

上
で
、「
日
記
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、「
日
記
」
の
中
の
「
記
」
は
論
書
と
い
う
一
般
的
な
意
味
で
理
解
出
来
る

と
し
て
、「
日
」
の
方
は
、「
大
日
」「
大
毘
盧
遮
那
」
等
の
密
教
用
語
か
ら
来
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
両
書

と
も
書
名
に
つ
い
て
の
言
及
は
本
文
中
に
見
ら
れ
な
い
の
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
密
教
的
な
著
述
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
の
で
、
書
名
に
も
そ
の
こ
と
が
投
影
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
よ
う
。『
阿
若
集
』
が
俗
に
『
教
観
日
記
』
と
称

さ
れ
て
、
書
名
に
『
四
種
声
聞
記
』
と
同
様
に
特
異
な
「
日
記
」
と
い
う
名
称
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
両
書
間
の
関
連
性
の
深
さ
を

伺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

円
珍
『
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四
、
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
先
行
研
究
に
つ
い
て

『四
種
声
聞
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
活
字
化
さ
れ
た
も
の
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
次
の
全
集
類
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

・
仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
十
四
冊
、
天
台
法
華
宗
義
集
、
天
台
小
部
集
釈
（
大
正
二
年
十
月
）

覆
刻
版
（
昭
和
五
十
三
年
五
月
）

・
鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
四
十
一
巻
、
天
台
部
五
（
昭
和
四
十
六
年
六
月
）

・
仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
十
八
冊
、
智
証
大
師
全
集
第
四
（
大
正
七
年
三
月
）

覆
刻
版
（
昭
和
五
十
三
年
五
月
）

・
園
城
寺
事
務
所
編
『
智
証
大
師
全
集
』
下
巻
、（
大
正
七
年
十
二
月
）

・
園
城
寺
編
『
智
証
大
師
全
集
』（
復
刊
）
下
巻
、（
昭
和
五
十
三
年
二
月
）

・
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
編
『
日
本
大
蔵
経
』
第
四
十
三
巻()、
宗
典
部
、
天
台
宗
密
教
章
疏
第
一
（
大
正
九
年
一
月
）
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・
鈴
木
学
術
財
団
編
『
日
本
大
蔵
経
』（
増
補
改
訂
版
）
第
八
十
巻
、
天
台
密
教
章
疏
二
（
昭
和
五
十
一
年
七
月
）

以
上
の
全
集
類
所
収
テ
キ
ス
ト
を
集
約
す
る
と
『
天
台
小
部
集
釈
』『
智
証
大
師
全
集
』『
日
本
大
蔵
経
』
の
三
種
の
活
字
本
が
あ

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

二
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る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
所
収
の
『
智
証
大
師
全
集
』
第
四
は
、
園
城
寺
事
務
所
『
智
証
大
師
全
集
』
下
巻

を
底
本
と
し
て
い
る
。

右
に
示
し
た
活
字
本
の
内
、
最
も
古
い
も
の
は
大
正
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
十
四
冊
で
あ
る
。
第
二
十

四
冊
に
は
、
天
台
系
の
叢
書
で
あ
る
『
天
台
小
部
集
釈
』
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、『
天
台
小
部
集
釈
』
の
中
に
『
四
種
声
聞
記
』
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
活
字
本
の
『
天
台
小
部
集
釈
』
の
底
本
に
関
し
て
は
、
寛
文
二
年
袞
延
宝
八
年
（
一
六
六
二
袞
一
六
八
〇
）
刊
の

『
天
台
小
部
集
釈
』
一
五
冊
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る()。
な
お
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
に
お
い
て
は
、
第
二
十
四
冊
に
『
天
台
小
部
集

12

釈
』
の
『
四
種
声
聞
記
』
を
収
録
し
て
お
り
、
第
二
十
八
冊
に
『
智
証
大
師
全
集
』
の
『
四
種
声
聞
記
』
を
収
録
し
て
い
る
の
で
、

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
の
中
で
テ
キ
ス
ト
が
重
複
し
て
い
る
。

『智
証
大
師
全
集
』
に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
上
中
下
の
三
巻
本
で
あ
っ
た
も
の
を
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
で
は
四
巻
本
と
し
て

収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
智
証
大
師
全
集
第
一
で
『
法
華
論
記
』
の
み
を
収
録
し
て
、『
智
証
大
師
全
集
』

上
巻
の
よ
う
に
『
授
決
集
』
を
収
録
し
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
差
異
で
あ
る
。
な
お
、『
智
証
大
師
全
集
』
と
活
字
本
の
『
天
台

小
部
集
釈
』
と
は
、
本
文
か
ら
訓
点
ま
で
全
て
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
の
で
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
『
天
台
小
部
集
釈
』
を
底
本
と

し
て
『
智
証
大
師
全
集
』
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、『
日
本
大
蔵
経
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
、『
智
証
大
師
全
集
』
を
底
本
と
は
し
て
い
な
い
。
な
お
、『
日
本
大
蔵

経
』
が
何
れ
の
底
本
に
依
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
関
す
る
情
報
が
無
い
た
め
不
明
で
あ
る()。
13

こ
の
よ
う
に
、
三
種
の
活
字
本
に
関
し
て
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』（『
天
台
小
部
集
釈
』
お
よ
び
『
智
証
大
師
全
集
』
を
所
収
）
の
系

統
と
、『
日
本
大
蔵
経
』
の
系
統
と
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

公
表
さ
れ
て
い
る
活
字
本
以
外
に
は
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
刊
本
が
現
存
す
る
。『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、『
四
種
声

聞
記
』
の
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
袞
一
六
七
三
）
刊
の
刊
本
と
、『
天
台
小
部
集
釈
』
の
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
刊
、
安
永
七
年
（
一
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七
七
八
）
刊
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
刊
の
刊
本
に
つ
い
て
、
仏
教
系
大
学
等
の
研
究
機
関
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る()。
14

さ
て
、『
四
種
声
聞
記
』
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
国
訳
テ
キ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
内
容
等
に
関
す
る

先
行
研
究
も
あ
ま
り
多
く
は
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
と
し
て
は
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
大
久
保
良
順
﹇
一
九
六
九
﹈
の
研
究

大
久
保
良
順
﹇
一
九
六
九
﹈
で
は
、
円
珍
の
名
を
借
り
た
偽
撰
書
説
の
あ
る
論
書
に
つ
い
て
、

智
証
大
師
撰
の
名
を
冠
す
る
『
円
多
羅
義
集
』『
生
死
本
源
集
』『
阿
字
秘
釈
』『
理
智
一
門
集
』『
顕
密
二
宗
本
地
三
身
釈
』

（
顕
密
一
如
本
仏
）『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』『
阿
若
集
』
等
々
の
一
連
の
偽
撰
書
に
つ
い
て
は
、
未
だ
成
立
の
前
後
関
係
な
ど

不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
が
、
い
ず
れ
も
み
な
顕
密
一
致
を
説
き
、
む
し
ろ
密
教
者
の
側
に
立
つ
て
『
法
華
経
』
の
悟
り
は
真

言
教
の
金
胎
両
界
よ
り
外
に
求
む
べ
き
で
な
い
と
す
る
密
勝
円
劣
の
立
場
を
主
張
す
る
も
の
と
い
つ
て
よ
い()。
15

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
澄
撰
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
『
本
理
大
綱
集
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
、『
四

種
声
聞
記
』
の
所
説
を
取
り
上
げ
て
、

『本
理
大
綱
集
』
の
「
一
代
五
時
五
時
説
文
」
は
横
竪
二
種
の
五
時
を
説
く
が
、
そ
れ
は
一
家
の
常
談
で
あ
る
と
し
て
も
、
一

行
阿
闍
梨
の
決
と
し
て
「
大
日
経
円
教
と
法
華
の
円
教
と
途
異
な
り
と
雖
も
其
の
理
一
致
す
る
こ
と
有
り
。」
の
一
文
を
加
え

る
の
は
、
智
証
大
師
の
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
ふ
ま
え
た
所
説
と
考
え
ら
れ
る
。『
四
種
声
聞
日
記
』
に
お
い
て
は
、

四
種
声
聞
の
本
地
を
胎
金
両
部
に
配
し
て
論
ず
る
中
に
、
法
華
已
然
に
四
種
声
聞
の
本
地
を
説
く
や
を
問
い
、
今
の
横
竪
二
入

の
五
時
を
説
く
の
で
あ
る()。
16

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、『
四
種
声
聞
記
』
が
『
本
理
大
綱
集
』
よ
り
も
先
に
成
立
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
本
理
大

綱
集
』
は
密
勝
円
劣
論
を
主
張
す
る
『
四
種
声
聞
記
』
等
の
所
説
を
や
わ
ら
げ
て
、
顕
密
一
致
論
を
説
い
た
書
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
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て
い
る()。
17

②
三
崎
良
周
﹇
一
九
七
八
﹈
の
研
究

三
崎
良
周
﹇
一
九
七
八
﹈
で
は
、
湛
然
、
最
澄
、
円
珍
と
い
う
天
台
宗
諸
師
の
『
法
華
論
』
解
釈
は
、
智
顗
の
『
法
華
論
』
解
釈

に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

天
台
智
顗
は
声
聞
の
義
を
「
仏
の
声
を
聞
か
し
む
」
と
解
し
、
四
種
の
声
聞
の
す
べ
て
に
授
記
す
、
と
し
て
い
る
（『
法
華
文

句
』
巻
一
上
）。
そ
し
て
六
祖
荊
渓
や
最
澄
も
そ
の
説
を
承
け
る
の
で
あ
り
、
円
珍
も
『
法
華
論
記
』
巻
七
末
に
お
い
て
こ
の
説

を
敷
衍
し
て
い
る()。
18

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、『
四
種
声
聞
記
』
に
つ
い
て
は
、

円
珍
の
後
の
誰
人
か
が
、
さ
ら
に
そ
の
（『
論
記
』
の
）
説
を
胎
金
両
部
の
密
教
説
に
よ
っ
て
裏
づ
け
よ
う
と
し
た
の
が
本
書
な

の
で
あ
る()。
19

と
し
て
、『
四
種
声
聞
記
』
が
偽
撰
書
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
ま
た
『
四
種
声
聞
記
』
の
内
容
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
、

本
書
で
は
、
四
種
の
声
聞
（
決
定
、
上
慢
、
退
大
、
応
化
）
を
も
っ
て
胎
蔵
の
四
種
の
阿
字
に
宛
て
、
さ
ら
に
金
剛
界
に
お
い
て

は
、
弥
勒
、
文
殊
、
観
音
、
普
賢
の
四
菩
薩
を
も
っ
て
四
種
声
聞
の
本
地
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
は
こ
の
四
菩

薩
は
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
中
台
八
葉
中
の
四
菩
薩
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
何
故
に
金
剛
界
と
い
う
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
。

そ
の
上
、
胎
蔵
は
大
悲
門
、
金
剛
界
は
大
智
門
で
あ
る
と
し
、
大
智
門
は
そ
の
上
に
大
悲
を
兼
ね
る
に
対
し
、
大
悲
は
大
智
に

通
じ
な
い
と
な
し
、
さ
ら
に
、
大
悲
は
迹
門
、
大
智
は
本
門
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
か
ら
す
れ
ば
、
天
台
智
顗
以
下
の
説

を
具
現
す
る
に
は
金
剛
界
の
修
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
台
密
で
は
胎
金
不
二
か
、
あ
る
い
は
胎
蔵
を
よ

り
重
ん
ず
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
説
は
い
か
な
る
根
拠
に
立
っ
て
い
る
の
か
、
ま
さ
に
不
審
と
い
う
ほ
か
な
い()。
20
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

本
書
に
は
『
菩
薩
明
普
賢
清
浄
虚
空
会
陀
羅
尼
経
』、
羅
什
撰
『
法
華
義
記
』、
一
行
撰
『
瑜
伽
一
巻
義
記
』『
天
台
四
教
抄
』

等
の
正
体
不
明
の
経
疏
を
引
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
や
は
り
円
珍
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
『
阿
若
集
』

と
の
関
連
で
あ
る()。
21

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、『
四
種
声
聞
記
』
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
正
体
不
明
な
注
釈
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
円
珍
の
名
義

で
著
さ
れ
て
い
る
『
阿
若
集
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
考
察
す
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
四
種
声
聞
記
』
と

『
阿
若
集
』
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
い
く
つ
か
の
点
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

『阿
若
集
』
に
も
右
の
（
正
体
不
明
の
）
経
疏
が
引
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
双
方
と
も
に
さ
し
て
長
文
で
な
い
の
に
「
大
悲
門
、

大
智
門
」「
普
賢
延
命
」「
汝
、
我
が
説
を
破
す
は
舌
を
切
る
に
似
た
り
」「
末
代
の
後
学
、
千
金
を
伝
う
と
い
え
ど
も
、
全
く

此
れ
を
伝
う
こ
と
莫
れ
」
等
々
の
共
通
す
る
語
句
が
頻
り
に
見
出
さ
れ
、
特
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
、

円
珍
の
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
弥
陀
念
仏
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
阿
若
集
』
の
「
阿
若
」
と
は
「
阿
字
」
の
誤

り
か
、
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
本
書
で
は
こ
の
語
を
胎
蔵
界
大
日
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
普
賢
延
命
菩
薩
の
種
子
と
し
て
い
る
よ

う
で
あ
り
、『
阿
若
集
』
で
は
四
十
二
字
門
の
初
字
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
双
方
を
対
照
し
て
さ
ら

に
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う()。
22

と
、
問
題
提
起
を
さ
れ
て
い
る
。

五
、『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
の
国
訳
テ
キ
ス
ト

先
述
の
通
り
、『
四
種
声
聞
記
』
は
こ
れ
ま
で
に
国
訳
テ
キ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
研
究
上
の
必
要
性
か
ら
、
こ
こ
で
は
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『
四
種
声
聞
記
』
の
全
文
に
つ
い
て
国
訳
を
試
み
る
。
初
め
に
凡
例
を
示
し
、
次
に
全
文
の
国
訳
を
示
す
。
ま
た
、
後
に
校
異
等
に

つ
い
て
述
べ
る
。

[凡

例
﹈

一
、
底
本
に
は
、
増
補
改
訂
版
で
あ
る
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団
編
『
日
本
大
蔵
経
』
第
八
十
巻
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
。
な

お
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
原
文
の
句
点
は
『
日
本
大
蔵
経
』
に
準
じ
た
。

一
、
対
校
本
に
は
、
覆
刻
版
で
あ
る
仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
十
八
冊
、『
智
証
大
師
全
集
』
第
四
所
収
の
テ
キ

ス
ト
と
、
大
正
大
学
所
蔵
の
寛
文
二
年
刊
の
刊
本
を
用
い
た
。

一
、
原
文
に
は
傍
注
お
よ
び
対
校
本
と
の
語
句
の
相
違
を
注
記
し
、
国
訳
に
は
内
容
的
な
注
記
を
つ
け
た
。

一
、
本
文
中
の
大
部
分
が
問
答
形
式
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
見
や
す
い
よ
う
に
文
章
を
適
宜
区
切
っ
て
記

し
た
。

一
、『
日
本
大
蔵
経
』
の
該
当
箇
所
が
分
か
る
よ
う
に
、
区
切
り
毎
に
適
宜
、
始
ま
り
の
頁
数
・
上
下
・
行
数
を
原
文
の
前
に
表
記

し
た
。

一
、
原
文
を
国
訳
の
前
に
示
し
、
国
訳
は
原
文
よ
り
一
字
下
げ
で
表
記
し
た
。

一
、
テ
キ
ス
ト
の
中
の
割
注
部
分
は
、
フ
ォ
ン
ト
を
下
げ
て
表
記
し
た
。

一
、
国
訳
の
送
り
仮
名
は
、
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
り
、
新
字
体
を
用
い
た
。

一
、
経
文
等
の
引
用
お
よ
び
人
の
会
話
部
分
に
は
鍵
括
弧
「

」
を
付
け
、
鍵
括
弧
の
中
の
引
用
お
よ
び
人
の
会
話
部
分
に
は
山
括

弧
〈

〉
を
用
い
た
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

三
二



[八
二
頁
上
段
一
行
目
]

法
華
論
四
種
声
聞
日
記

入
唐
沙
門

円
珍

叙()23

[八
二
頁
上
段
四
行
目
]

元()慶
第
七
年
三
月
二
十
八
日
。
従
未
時
許
入
唐
沙
門
円
珍
留
意
一
心()謹
案()天
親
所
造
法
華
論
声
聞
本
地
者
。
定
相
所
難
定
知
。

24

25

26

元
慶
第
七
年()三
月
二
十
八
日
、
未()の
時
許
り
よ
り
入
唐
沙
門
円
珍
は
一
心
に
留
意
し
て
、
謹
ん
で
天
親
造
る
所
の
『
法
華
論
』

27

28

の
声
聞
の
本
地
を
案
ず
る
に
は
、
定
相
定
め
て
知
り
難
き
所
な
り
。

[八
二
頁
上
段
六
行
目
]

仍
入
唐
間
。
其
時
随
時
唐
土
大
師
沙
門
元()慶
和
尚
弟
子
恵
則
問
曰
。
天
親
菩
薩
所
立
給
四
種
本
地
何
。

29

仍
ち
入
唐
の
間
、
其
の
時
随
時
に
唐
土
大
師
沙
門
元
慶
和
尚
の
弟
子
恵
則
に
問
う
て
曰
く
、「
天
親
菩
薩
給
う
所
立
の
四
種
の

本
地
と
は
何
ぞ
」
と
。

[八
二
頁
上
段
八
行
目
]

答
。
日
本
国
人
不
知
之
耶
否
耶
。

答
う
。「
日
本
国
の
人
こ
れ
を
知
ら
ざ
る
や
否
や
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

三
三



[八
二
頁
上
段
八
行
目
]

珍
答
曰
。
更
全
不
知
之
。
是
故
我
今
問
之
。

珍
は
答
え
て
曰
く
、「
更
に
全
く
こ
れ
を
知
ら
ず
。
是
の
故
に
我
れ
今
こ
れ
を
問
う
」
と
。

[八
二
頁
上
段
九
行
目
]

時
答
曰
。
以
於
胎
蔵
与
金
剛
両
部
可
案
従
之
者
也
。
云
云

時
に
答
え
て
曰
く
、「
胎
蔵
と
金
剛
と
の
両
部
を
以
て
こ
れ
を
案
従
す
べ
き
者
な
り
」
と
云
云
。

[八
二
頁
上
段
一
〇
行
目
]

問
。
其
何
。

問
う
。「
其
れ
何
ぞ
」
と
。

[八
二
頁
上
段
一
〇
行
目
]

答
曰
。
法
華
与
真
言
雖
多
途
。
大
道
顕
之
者
其
一
也
。
云
云

答
え
て
曰
く
、「
法
華
と
真
言
と
は
多
途
と
雖
も
、
大
道
こ
れ
を
顕
す
は
其
れ
一
な
り
」
と
云
云
。

[八
二
頁
上
段
一
一
行
目
]

問
。
其
何
。

問
う
。「
其
れ
何
ぞ
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

三
四



[八
二
頁
上
段
一
一
行
目
]

答
曰
。
以
両
部
配
本
迹
二
門
。
本
迹
二
門
雖
道
二
大
道
更
顕
一
耳
。
云
云

答
え
て
曰
く
、「
両
部
を
以
て
本
迹
の
二
門
を
配
す
る
に
、
本
迹
の
二
門
は
道
二
な
り
と
雖
も
大
道
更
に
一
を
顕
す
の
み
」
と

云
云
。

[八
二
頁
上
段
一
二
行
目
]

問
。
其
何
。

問
う
。「
其
れ
何
ぞ
」
と
。

[八
二
頁
上
段
一
三
行
目
]

答
曰
。
今()問
何
耶
。

30

答
え
て
曰
く
、「
今
何
を
問
い
け
る
や
」
と
。

[八
二
頁
上
段
一
三
行
目
]

答
曰
。
珍
法
華
論
四
人
名
義
何
。

答
え
て
曰
く
、「
珍
は
〈『
法
華
論
』
の
四
人
の
名
義
何
ぞ
〉
と
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

三
五



[八
二
頁
上
段
一
三
行
目
]

答
曰
。
一
決
定
。
二
上
慢
。
三
退
大
。
四
応
化
。
云
云

答
え
て
曰
く
、「
一
は
決
定()、
二
は
上
慢()、
三
は
退
大()、
四
は
応
化()な
り
」
と
云
云
。

31

32

33

34

[八
二
頁
上
段
一
四
行
目
]

問
。
其
本
地
何
。

問
う
。「
其
の
本
地
何
ぞ
」
と
。

[八
二
頁
上
段
一
四
行
目
]

答
曰
。
以
胎
蔵
思
之
者
四
種
阿
字
在
之
。
以
之
名
四
種
声
聞
人
。
以
金
剛
部
思
之
者
。
一
弥
勒
。
二
文
殊
。
三
観
音
。
四
普
賢
也
。

以
之
四
種
声
聞
人
為
本
地
。
云
云

答
え
て
曰
く
、「
胎
蔵
を
以
て
こ
れ
を
思
わ
ば
四
種
の
阿
字()こ
れ
在
り
。
こ
れ
を
以
て
四
種
の
声
聞
人
と
名
づ
く
。
金
剛
部
を

35

以
て
こ
れ
を
思
わ
ば
、
一
に
は
弥
勒
、
二
に
は
文
殊
、
三
に
は
観
音
、
四
に
は
普
賢
な
り
。
こ
れ
を
以
て
四
種
の
声
聞
人
は
本

地
と
為
す
」
と
云
云
。

[八
二
頁
下
段
一
行
目
]

問
。
四
種
阿
字
者
何
耶
。

問
う
。「
四
種
の
阿
字
と
は
何
ぞ
や
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

三
六



[八
二
頁
下
段
一
行
目
]

答
。
阿
在
於
四
名
。
一
本
不
生
阿
字
。
本
不
生
空
寂
理
。
二
寂
静
阿
字
。
本
不
生
行
。
三
遍
際
不
可
得
阿
字
。
本
不
生
涅
槃
形
。
四
遠

離
不
可
得
阿
字
。
大
道
案
置
之
。
入
秘
密
蔵
海
説
一
大
事
因
縁
之
四
種
阿
字
名
四
種
曼
荼
羅
耳
。
云
云

答
う
。「
阿
に
四
名
在
り
。
一
に
本
不
生()の
阿
字
。
本
不
生
の
空
寂
理
。
二
に
寂
静
の
阿
字
。
本
不
生
の
行
。
三
に
遍
際
不
可
得
の

36

阿
字
。
本
不
生
の
涅
槃
形
。
四
に
遠
離
不
可
得
の
阿
字
。
大
道
こ
れ
を
案
置
す
。
秘
密
蔵
の
海
に
入
り
て
一
大
事
因
縁
の
四
種
の

阿
字
を
説
く
こ
と
を
四
種
曼
荼
羅()と
名
づ
く
る
の
み
」
と
云
云
。

37

[八
二
頁
下
段
四
行
目
]

次
曰
。
法
華
肝
心
以
之
名
阿
字
。
此
有
四
種
名
。
云
云

次
に
曰
く
、「
法
華
の
肝
心
こ
れ
を
以
て
阿
字
と
名
づ
く
。
此
れ
に
四
種
の
名
有
り
」
と
云
云
。

[八
二
頁
下
段
五
行
目
]

以
次
第
阿
字
名
四
種
声
聞
次
第
名
号
。

次
第
の
阿
字
を
以
て
四
種
声
聞
の
次
第
の
名
号
を
名
づ
く
。

[八
二
頁
下
段
六
行
目
]

仍
定()林
寺
大
阿
闍
梨
曰
。
法
華
阿
若
宣
肝
心
。
以
阿
若
一
字
天
親
菩
薩
立
四
種
声
聞
。
云
云

38仍
ち
定
林
寺
の
大
阿
闍
梨()曰
く
、「
法
華
は
阿
若
の
肝
心
を
宣
ぶ
。
阿
若
の
一
字
を
以
て
天
親
菩
薩
は
四
種
声
聞
を
立
つ
」
と

39

云
云
。円

珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

三
七



[八
二
頁
下
段
八
行
目
]

是
故
以
胎
蔵
四
種
阿
字
。
金
剛
部
意
名
弥
勒
観
音
文
殊
普
賢
。
両
部
雖
異
大
道
一
也
。

是
の
故
に
胎
蔵
の
四
種
の
阿
字
を
以
て
、
金
剛
部
の
意
を
弥
勒
、
観
音
、
文
殊
、
普
賢
と
名
づ
く
。
両
部
は
異
な
る
と
雖
も
大

道
は
一
な
り
。

[八
二
頁
下
段
九
行
目
]

問
。
其
本
義
何
。

問
う
。「
其
の
本
義
何
ぞ
」
と
。

[八
二
頁
下
段
九
行
目
]

答
曰
。
雖
多
諸
法
無
過
莫
字
之
。
是
故
以
第
四
之
阿
字
名
応
化
声
聞
。
時
号
応
化
前
三
大
声
聞
化
之
成
大
乗
声
聞
耳
。
以
金
剛
部

旨
思
之
者
。
以
大
日
名
普
賢
名
応
化
。
第
四
声
聞
。
以
普
賢
延
命
号
応
化
声
聞
。
化
前
三
大
声
聞
之
成
大
乗
声
聞
人
耳
。
是
本
仏

垂
迹
也
。
云
云

答
え
て
曰
く
、「
諸
法
多
し
と
雖
も
莫
字
こ
れ
を
過
ぐ
る
こ
と
無
し
。
是
の
故
に
第
四
の
阿
字
を
以
て
応
化
声
聞
と
名
づ
く
。

時
に
応
化
と
号
し
て
前
の
三
大
声
聞
こ
れ
を
化
す
る
大
乗
声
聞
と
成
る
の
み
。
金
剛
部
の
旨
を
以
て
こ
れ
を
思
わ
ば
、
大
日
を

以
て
普
賢
と
名
づ
け
応
化
と
名
づ
く
。
第
四
の
声
聞
は
、
普
賢
延
命
を
以
て
応
化
声
聞
と
号
し
て
、
前
の
三
大
声
聞
こ
れ
を
化

す
る
大
乗
声
聞
の
人
と
成
る
の
み
。
是
れ
本
仏
の
垂
迹
な
り
」
と
云
云
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

三
八



[八
二
頁
下
段
一
四
行
目
]

問
。
猶
其
深
義
何
。

問
う
。「
な
お
其
の
深
義
何
ぞ
」
と
。

[八
二
頁
下
段
一
四
行
目
]

答
曰
。
以
大
日
普
賢
名
天
親
菩
薩
。
迹
名
顕
釈
迦
尊
。
是
故
霊
山
釈
迦
自
所
説
為
滅
後
衆
生
出
世
弘
之
。
論
師
顕
天
親
菩
薩
造
論

耳
。
已
上

答
え
て
曰
く
、「
大
日
普
賢
を
以
て
天
親
菩
薩
と
名
づ
け
て
、
迹
名
は
釈
迦
尊
と
顕
る
。
是
の
故
に
霊
山
の
釈
迦
自
ら
の
所
説
、

滅
後
の
衆
生
の
為
に
し
て
出
世
し
て
こ
れ
を
弘
む
。
論
師
は
天
親
菩
薩
と
顕
れ
て
論
を
造
る
の
み
」
と
已
上
。

[八
三
頁
上
段
一
行
目
]

時
珍
曰
。
任
明
理
心
具
之
。

時
に
珍
曰
く
、「
明
理()に
任
せ
て
心
に
こ
れ
を
具
す
」
と
。

40

[八
三
頁
上
段
一
行
目
]

仍
問
曰
。
在
證
耶
否
耶
。

仍
ち
問
う
て
曰
く
、「
證
在
る
や
否
や
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

三
九



[八
三
頁
上
段
一
行
目
]

答
曰
。
法
華
八
年
別
部
在
一
経
名
菩
薩
明
普
賢
清
浄
虚
空
蔵
会
陀
羅
尼
経
。
云
云

答
え
て
曰
く
、「
法
華
八
年()の
別
部
に
一
経
在
り
。『
菩
薩
明
普
賢
清
浄
虚
空
蔵
会
陀
羅
尼
経()』
と
名
づ
く
」
と
云
云
。

41

42

[八
三
頁
上
段
三
行
目
]

是
故
経
曰
。
我
畢
此
説
後
具
可
入
涅
槃
。
而()我
滅
度
後()衆
生
猶
為
化
之
我
被
号
天
親
菩
薩
。
将
可
出
世
。
其()時
即
説
呪
曰
。
阿
阿

43

44

45

一
心
諸
子
莎
呵
。
爾
時
一
切
諸
子
名
阿
若
等
。
云
云

是
の
故
に
『
経
』
に
曰
く
、「
我
れ
此
の
説
を
畢
い
け
る
後
、
具
に
涅
槃
に
入
る
べ
し
。
而
し
て
我
れ
滅
度
の
後
、
衆
生
な
お

こ
れ
を
化
せ
ん
が
為
に
我
れ
天
親
菩
薩
と
被
り
号
し
て
、
将
に
出
世
せ
ん
と
す
べ
し
。
其
の
時
、
即
ち
呪
を
説
き
て
曰
く
、

〈
阿
阿
一
心
諸
子
莎
呵()〉
と
。
爾
の
時
、
一
切
諸
子
を
阿
若
と
名
づ
く
」
等
云
云
。

46

[八
三
頁
上
段
六
行
目
]

今
謹
案
上
来
伝
曰
。
従
本
心
大
日
普
賢
一()根()所
出
枝
葉
者
名
法
華
会
上
決
定
性
四
人
。
具
案
四
人
者
。
応
化
者
本
仏
一
根
尋
前
三

47
48

人
者
垂
迹
人
。
尋
決
定
上
慢
等
其
名
出
於
迹
名
。
全
非
本
名
。

今
謹
ん
で
上
来
の
伝
を
案
ず
る
に
曰
く
、
本
心
の
大
日
普
賢
の
一
根
よ
り
出
で
る
所
の
枝
葉
の
者
を
、
法
華
会
上
の
決
定
性
の

四
人
と
名
づ
く
。
具
に
四
人
の
者
を
案
ず
る
に
、
応
化
の
者
は
本
仏
の
一
根
に
し
て
前
の
三
人
の
者
を
尋
ぬ
る
垂
迹
の
人
な
り
。

決
定
、
上
慢
等
を
尋
ね
て
其
の
名
は
迹
名
を
出
す
。
全
く
本
名
に
非
ず
。

[八
三
頁
上
段
九
行
目
]

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

四
〇



仍
今
案
大
乗
声
聞
有
無
者
。
無
者
迹
名
名
大()。
大
乗
声
聞
無
之
。
発
迹
顕
本
具
有
大
乗
声
聞
名
。
応
化
名
非()新
記
名
。
只
限
旧
聖
。

49

50

仍
ち
今
、
大
乗
声
聞()の
有
無
を
案
ず
る
に
は
、
無
と
は
迹
名
を
大
と
名
づ
け
る
に
、
大
乗
声
聞
こ
れ
無
し
。
発
迹
顕
本
し
て
具

51

に
大
乗
声
聞
の
名
有
り
。
応
化
の
名
は
新
記
の
名
に
非
ず
、
只
だ
旧
聖
に
限
る
。

[八
三
頁
上
段
一
一
行
目
]

前
三
大
声
聞
案
行
形
者
。
雖
本
地
旧
聖
三
世
九
世
念
念
只
限
新
記
。

前
の
三
大
声
聞
の
行
形
を
案
ず
る
に
は
、
本
地
は
旧
聖
と
雖
も
三
世
九
世
の
念
念
は
只
だ
新
記
に
限
る
。

[八
三
頁
上
段
一
三
行
目
]

故
案
胎
蔵
廻
転()九
重
莫
字
者
。
大
悲
門
為
宗
故
是
応
化
限
旧
聖
。
前
三
人
輩
限
新
記
。
不
通
旧
聖
。

52

故
に
胎
蔵
廻
転
の
九
重
の
莫
字
を
案
ず
る
に
は
、
大
悲
門
を
宗
と
為
す
が
故
に
是
れ
応
化
は
旧
聖
に
限
る
。
前
の
三
人
の
輩
は

新
記
に
限
り
て
旧
聖
に
通
ぜ
ず
。

[八
三
頁
上
段
一
四
行
目
]

謹
以
案
於
金
剛
部()本
形
者
以
大
智
門
為
宗
。
是
故
尋
大
乗
声
聞
名
者
具
通
旧
聖
与
新
記
二
。

53

謹
ん
で
以
て
金
剛
部
の
本
形
を
案
ず
る
に
は
大
智
門
を
以
て
宗
と
為
す
。
是
の
故
に
大
乗
声
聞
の
名
を
尋
ね
ば
具
に
旧
聖
と
新

記
と
の
二
に
通
ず
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

四
一



[八
三
頁
上
段
一
六
行
目
]

而
後
案
思
之
者
。
金
剛
界
意
大
智
上
立
大
悲
旨
。
大
悲
故
旧
聖
与
新
記
立
各
別
旨
。
大
智
故
顕
本
地
。
共
顕
大
乗
声
聞
。
四
種
共

立
大
日
普
賢
故
。
胎
蔵
界
意
其
旨
限
大
悲
故
不
通
大
智
。
故
三
世
九
世
念
念
名
不
生
一
理
。
故
応
化
三
世
名
応
化
。
前
三
人
亦
然
。

雖
云
開
権
顕
実
未
云
全
発
迹
顕
本
。
新
記
大
乗
声
聞
者
限
迹
名
。
不
通
旧
聖
。
一
理
上
不
云
顕
本
。
故
於
生
身
得
忍
義
未
顕
法
身

常
住
之
義()。
開
権
顕
実
義
全
非
旧
聖
大
乗
声
聞
義
。

54

而
る
後
こ
れ
を
案
ず
る
に
思
わ
ば
、
金
剛
界
の
意
は
大
智
の
上
に
大
悲
の
旨
を
立
つ
。
大
悲
の
故
に
旧
聖
と
新
記
と
は
各
お
の

別
の
旨
を
立
つ
。
大
智
の
故
に
本
地
を
顕
す
。
共
に
大
乗
声
聞
を
顕
す
。
四
種
共
に
大
日
普
賢
を
立
つ
が
故
な
り
。
胎
蔵
界
の

意
は
其
の
旨
を
大
悲
に
限
る
が
故
に
大
智
に
通
ぜ
ず
。
故
に
三
世
九
世
の
念
念
は
不
生
の
一
理
と
名
づ
く
。
故
に
応
化
は
三
世

を
応
化
と
名
づ
く
。
前
の
三
人
も
亦
た
然
り
。
開
権
顕
実
と
云
う
と
雖
も
未
だ
全
く
発
迹
顕
本
と
云
わ
ず
。
新
記
の
大
乗
声
聞

は
迹
名
に
限
り
て
旧
聖
に
通
ぜ
ず
。
一
理
の
上
に
顕
本
と
云
わ
ず
。
故
に
生
身
得
忍
の
義
に
お
い
て
未
だ
法
身
常
住
の
義
を
顕

さ
ず
。
開
権
顕
実
の
義
は
全
く
旧
聖
の
大
乗
声
聞
の
義
に
非
ず
。

[八
三
頁
下
段
七
行
目
]

今
案
大
師
正
意
与
六
祖
所
解
之
者
。
大
師
若
従
自
行
文
承
六
祖
釈
云
。
此
用
今
家
所
立
之
名
而
以
発
迹
釈
義
。
仍
除
開
三
。
得
記

已
則
名
生
身
得
忍
菩
薩
故
也
等
。
文

今
大
師
の
正
意
と
六
祖
の
所
解
と
を
こ
れ
案
ず
る
に
は
、
大
師
の
「
若
し
の
自
行
に
従
ら
ば()」
と
の
文
を
六
祖
承
け
て
釈
し
て

55

云
く
、「
此
れ
今
家
所
立
の
名
を
用
い
て
発
迹
を
以
て
義
を
釈
す
る
に
、
仍
ち
開
三
を
除
く
。
記
を
得
已
り
て
則
ち
生
身
得
忍

の
菩
薩
と
名
づ
く
る
が
故
な
り()」
等
文
。

56

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

四
二



[八
三
頁
下
段
一
〇
行
目
]

今
謹
案
之
者
。
宣()金
剛
界
大
智
門
上
立
大
悲
故
具
存
此
旨
給
也
。
顕
旧
聖
大
乗
声
聞
時
除
新
記
名
之
云
也
。

57

今
謹
ん
で
こ
れ
を
案
ず
る
に
は
、
金
剛
界
の
大
智
門
の
上
に
大
悲
を
立
つ
と
宣
ぶ
が
故
に
、
具
に
此
の
旨
を
存
じ
給
う
な
り
。

旧
聖
の
大
乗
声
聞
を
顕
す
時
に
新
記
の
名
を
除
く
こ
と
こ
れ
を
云
う
な
り
。

[八
三
頁
下
段
一
一
行
目
]

是
故
法
華
云
。
時
我
及
衆
僧
倶
出
霊
鷲
山
。
云
云

是
の
故
に
『
法
華
』
に
云
く
、「
時
に
我
れ
及
び
衆
僧
は
倶
に
霊
鷲
山
に
出
ず
る
な
り()」
と
云
云
。

58

[八
三
頁
下
段
一
二
行
目
]

六
祖
所
判
云
。
頭
角
声
聞
本
是
菩
薩
。
如
富
楼
那
等
。
菩
薩
本
是
古
仏
。
如
文
殊
等
。
並
屈
曲
施
設
故
云
権
巧
等
。
云
云

六
祖
の
所
判
に
云
く
、「
頭
角
の
声
聞
は
本
よ
り
是
れ
菩
薩
に
し
て
、
富
楼
那
等
の
如
し
。
菩
薩
は
本
よ
り
是
れ
古
仏
に
し
て
、

文
殊
等
の
如
し
。
並
び
に
屈
曲
は
施
設
な
る
が
故
に
権
巧
と
云
う()」
等
云
云
。

59

[八
三
頁
下
段
一
四
行
目
]

決
曰
。
大
師
宣
大
乗
声
聞
有
無
旨
。
今
開
三
顕
一
正
意
為
決
定
退
大
声
聞
令
成
大
乗
声
聞
。
自
行
既
立
即
能
応
化()声
聞
。
若
得
此

60

意
即
達()有
無
也
。
云
云

61
決
し
て
曰
く
、
大
師
は
大
乗
声
聞
の
有
無
の
旨
を
宣
び
て
、「
今
の
開
三
顕
一
の
正
意
は
、
決
定
、
退
大
の
声
聞
を
大
乗
声
聞

と
成
さ
し
め
ん
が
為
な
り
。
自
行
既
に
立
つ
は
即
ち
能
の
応
化
声
聞
な
り
。
若
し
此
の
意
を
得
ば
即
ち
有
無
に
達
す
る
な
り()」
62

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）
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と
云
云
。

[八
三
頁
下
段
一
七
行
目
]

六
祖
所
解
曰
。
応
化
約
垂
迹
全
語
旧
聖
。
仏
道
約
利
他
語
新
記
者
等
。
文

六
祖
の
所
解
に
曰
く
、「
応
化
は
垂
迹
に
約
し
て
全
く
旧
聖
を
語
る
。
仏
道
は
利
他
に
約
し
て
新
記
を
語
る
者
な
り()」
等
文
。

63

[八
四
頁
上
段
一
行
目
]

是
宣
胎
蔵
本
不
生
一
理
也
。
大
師
与
六
祖
所
解
前
後
合
。
令
宣
胎
蔵
与
金
剛
二
旨
。

是
れ
胎
蔵
の
本
不
生
の
一
理
を
宣
ぶ
な
り
。
大
師
と
六
祖
の
所
解
と
は
前
後
に
合
し
て
、
胎
蔵
と
金
剛
と
の
二
つ
の
旨
を
宣
ば

し
む
。

[八
四
頁
上
段
三
行
目
]

迷
後
学
者
所
迷
此
也
。
末
代
学
者
全
不
可
異
濫
。
是
故
迷
後
学
徒
伝
千
金
。
全
莫
伝
此
旨
耳
。
已
上

迷
う
後
の
学
者
の
迷
わ
ん
所
此
な
り
。
末
代
の
学
者
は
全
く
異
濫
す
べ
か
ら
ず
。
是
の
故
に
迷
う
後
の
学
徒
は
千
金
を
伝
え
て
、

全
く
此
の
旨
を
伝
う
る
こ
と
莫
き
の
み
。
已
上

[八
四
頁
上
段
五
行
目
]

問
曰
。
何
故
迹
門
胎
蔵
意
旧
聖
限
第
四
。
不
通
新
記
。
何
故
金
剛
部
意
名
旧
聖
与
新()記
共
大
乗
声
聞
耶
。

64

問
う
て
曰
く
、「
何
故
ぞ
迹
門
の
胎
蔵
の
意
は
旧
聖
を
第
四
に
限
り
て
、
新
記
に
通
ぜ
ざ
る
や
。
何
故
ぞ
金
剛
部
の
意
は
旧
聖

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

四
四



と
新
記
と
を
共
に
大
乗
声
聞
と
名
づ
く
る
や
」
と
。

[八
四
頁
上
段
六
行
目
]

答
。
謹
曰
。
迹
門
阿
字
顕
別
教
教
門
内
教
文
故
旧
聖
限
第
四
。
垂
迹
権
用
故
前
三
人
教
文
意
限
新
記
大
乗
声
聞
。
未
通
旧
聖
。
迹

門
意
前
三
人
未
顕
本
仏
普
賢
阿
若
故
是
名
本
仏
不
思
議
力
耳
。
次
謹
案
金
剛
部
曰
。
大
綱
立
大
日
観
心
故
悉
以
諸
子
名
大
日
普
賢
。

是
故
安
置
諸
子
入
秘
密
蔵
。
仍
旧
聖
与
新
記
共
名
大
乗
声
聞
。
已
上

答
う
。「
謹
ん
で
曰
く
、
迹
門
の
阿
字
は
別
教
の
教
門
内
の
教
文
を
顕
す
が
故
に
旧
聖
を
第
四
に
限
る
。
垂
迹
権
用
の
故
に
前

の
三
人
の
教
文
の
意
は
新
記
の
大
乗
声
聞
に
限
り
て
、
未
だ
旧
聖
に
通
ぜ
ず
。
迹
門
の
意
は
前
の
三
人
未
だ
本
仏
普
賢
の
阿
若

を
顕
さ
ざ
る
が
故
に
、
是
れ
を
本
仏
の
不
思
議
力
と
名
づ
く
る
の
み
。
次
に
謹
ん
で
金
剛
部
を
案
ず
る
に
曰
く
、
大
綱
は
大
日

の
観
心
を
立
つ
が
故
に
悉
く
諸
子
を
以
て
大
日
普
賢
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
諸
子
を
安
置
し
て
秘
密
蔵
に
入
る
。
仍
ち
旧
聖
と

新
記
と
を
共
に
大
乗
声
聞
と
名
づ
く
」
と
已
上
。

[八
四
頁
上
段
一
三
行
目
]

問
。
大
乗
声
聞
有
無
義
通
本
迹
二
門
耶
。

問
う
。「
大
乗
声
聞
有
無
の
義
は
本
迹
の
二
門
に
通
ず
る
や
」
と
。

[八
四
頁
上
段
一
三
行
目
]

答
。
謹
曰
。
全()不
通
。

65

答
う
。「
謹
ん
で
曰
く
、
全
く
通
ぜ
ず
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

四
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[八
四
頁
上
段
一
四
行
目
]

問
。
何
故
爾
耶
。

問
う
。「
何
故
ぞ
爾
る
や
」
と
。

[八
四
頁
上
段
一
四
行
目
]

答
曰
。
本
門
意
一
切
諸
子
名
大
乗
声
聞
顕
大
日
普
賢
。
故
迹
門
意
於
決
定
退
大
声
聞
令
成
大
乗
声
聞
故
。
大
乗
声
聞
名
唯()限
於
新

66

記
。
不
通
旧
聖
垂
迹
権
用
故
不
名
以
内
秘
外
現
大
乗
声
聞
故
。
従
始
鹿
苑
終
至
于
迹
門
未
云
内
秘
外
現
人
故
。
本
門
始
顕
故
。
是

故
旧
聖
無
大
乗
声
聞
名
。
新
記
始
顕
之
耳
。

答
え
て
曰
く
、「
本
門
の
意
は
一
切
諸
子
を
大
乗
声
聞
と
名
づ
け
て
大
日
普
賢
を
顕
す
。
故
に
迹
門
の
意
は
決
定
、
退
大
の
声

聞
を
大
乗
声
聞
と
成
さ
し
め
ん
が
故
な
り
。
大
乗
声
聞
の
名
は
唯
だ
新
記
に
限
る
。
旧
聖
に
通
ぜ
ず
し
て
垂
迹
は
権
用
の
故
に

内
秘
外
現
を
以
て
大
乗
声
聞
と
名
づ
け
ざ
る
が
故
な
り
。
始
め
鹿
苑
よ
り
終
り
迹
門
に
至
り
て
未
だ
内
秘
外
現
の
人
と
云
わ
ざ

る
が
故
な
り
。
本
門
に
始
め
て
顕
す
が
故
な
り
。
是
の
故
に
旧
聖
に
は
大
乗
声
聞
の
名
無
く
、
新
記
に
始
め
て
こ
れ
を
顕
す
の

み
」
と
。

[八
四
頁
下
段
二
行
目
]

問
。
新
記
大
乗
声
聞
顕
名
何
。

問
う
。「
新
記
の
大
乗
声
聞
の
顕
名
と
は
何
ぞ
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）
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[八
四
頁
下
段
三
行
目
]

答
。
謹
曰
。
迹
門
三
世
九
世
念
念
決
定
退
大
声
聞
。
始
従
本
仏
心
智
終
至
于
今
日
名
大
乗
声
聞
。
顕
名
未
云
大
日
普
賢
阿
若
。
故

大
乗
声
聞
名
唯()限
新
記
耳
。
已
上

67

答
う
。「
謹
ん
で
曰
く
、
迹
門
の
三
世
九
世
の
念
念
は
決
定
、
退
大
の
声
聞
な
り
。
始
め
本
仏
の
心
智
よ
り
終
り
今
日
に
至
り

て
大
乗
声
聞
と
名
づ
く
。
顕
名
は
未
だ
大
日
普
賢
の
阿
若
と
云
わ
ず
。
故
に
大
乗
声
聞
の
名
は
唯
だ
新
記
に
限
る
の
み
」
と
已

上
。

[八
四
頁
下
段
六
行
目
]

問
。
大
乗
声
聞
立
本
迹
両
門
方
何
。

問
う
。「
大
乗
声
聞
を
本
迹
両
門
に
立
つ
は
方
に
何
ぞ
」
と
。

[八
四
頁
下
段
六
行
目
]

答
。
謹
曰
。
以
迹
門
大
乗
声
聞
本
門
時
以
之
名
大
乗
声
聞
。

答
う
。「
謹
ん
で
曰
く
、
迹
門
の
大
乗
声
聞
を
以
て
本
門
の
時
に
こ
れ
を
以
て
大
乗
声
聞
と
名
づ
く
」
と
。

[八
四
頁
下
段
七
行
目
]

問
。
何
爾
耶
。

問
う
。「
何
ぞ
爾
る
や
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

四
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[八
四
頁
下
段
七
行
目
]

答
。
尋
於
迹
門
大
乗
声
聞
本
地
顕
之
。
尋
於
本
門
大
乗
声
聞
本
地
大
日
普
賢
上
立
声
聞
名
顕
之
。
迹
門
未
爾
。
是
故
以
迹
門
大
乗

声
聞
本
地
本
門
時
以
為
所
開
耳
。
已
上

答
う
。「
迹
門
の
大
乗
声
聞
の
本
地
を
尋
ね
て
こ
れ
を
顕
す
。
本
門
の
大
乗
声
聞
の
本
地
を
尋
ね
て
、
大
日
普
賢
の
上
に
声
聞

の
名
を
立
ち
て
こ
れ
を
顕
す
。
迹
門
は
未
だ
爾
ら
ず
。
是
の
故
に
迹
門
の
大
乗
声
聞
の
本
地
を
以
て
、
本
門
の
時
に
以
て
開
く

所
と
為
す
の
み
」
と
已
上
。

[八
四
頁
下
段
一
一
行
目
]

問
。
大
師
所
立
仏
道
声
聞
与
法
華
論
所
立
応
化
声
聞
可
名
之
耶
。

問
う
。「
大
師
所
立
の
仏
道
声
聞
と
『
法
華
論
』
所
立
の
応
化
声
聞
と
は
こ
れ
を
名
づ
く
べ
き
や
」
と
。

[八
四
頁
下
段
一
二
行
目
]

答
。
謹
曰
。
於
此
有
二
途
。
本
迹
両
門
。
迹
門
時
仏
道
声
聞
於
新
記
非
第
四
応
化
。
以
新
記
大
乗
声
聞
名
仏
道
大
乗
声
聞
故
。
本

門
意
仏
道
与
応
化
無
差
殊
耳
。

答
う
。「
謹
ん
で
曰
く
、
此
に
お
い
て
二
途
有
り
。
本
迹
の
両
門
な
り
。
迹
門
の
時
に
仏
道
の
声
聞
は
新
記
に
お
い
て
第
四
の

応
化
に
非
ず
。
新
記
の
大
乗
声
聞
を
以
て
仏
道
の
大
乗
声
聞
と
名
づ
く
る
が
故
な
り
。
本
門
の
意
は
仏
道
と
応
化
と
に
差
殊
無

き
の
み
」
と
。

[八
四
頁
下
段
一
四
行
目
]

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

四
八



而
後
案
大
師
所
立
五
種
声
聞
者
。
法
華
論
云
四
種
声
聞
。
未
云
仏
道
名
。
経
有
決
定
退
大
之
名
令
成
大
乗
声
聞
上
立
仏
道
之
名
。

決
定
等
声
聞
成
大
乗
声
聞
。
以
仏
道
声
於
所
化
衆
令
聞
説
法
声
。
経
声
聞
名
限
仏
道
声
聞
。
大
師
経
論
総
合()。
論
立
四
種
之
称
経

68

立
一
種
名
。

而
る
後
、
大
師
所
立
の
五
種
声
聞
を
案
ず
る
に
は
、『
法
華
論
』
に
は
四
種
声
聞
と
云
い
て
、
未
だ
仏
道
の
名
を
云
わ
ず
。

『
経
』
に
決
定
、
退
大
の
名
有
る
を
大
乗
声
聞
と
成
さ
し
め
て
上
に
仏
道
の
名
を
立
つ
。
決
定
等
の
声
聞
は
大
乗
声
聞
と
成
る
。

仏
道
の
声
を
以
て
所
化
衆
に
お
い
て
は
説
法
の
声
を
聞
か
し
む
。『
経
』
の
声
聞
の
名
は
仏
道
の
声
聞
に
限
る
。
大
師
は
経
論

を
総
べ
て
合
す
。『
論
』
に
は
四
種
の
称
を
立
ち
て
『
経
』
に
は
一
種
の
名
を
立
つ
。

[八
五
頁
上
段
二
行
目
]

仍
大
師
所
立
論
四
種
上
加
一
仏
道
立
五
種
之
声
聞
名
。
名
雖
有
五
種
其
本
末
爾
耳
。
本
門
意
第
四
第
五
無
差
殊
。
故
共
名
大
乗
声

聞
大
日
普
賢
耳
。
已
上

仍
ち
大
師
の
所
立
は
『
論
』
の
四
種
の
上
に
一
つ
仏
道
を
加
え
て
五
種
の
声
聞
の
名
を
立
つ
。
名
は
五
種
有
り
と
雖
も
其
の
本

末
は
爾
る
の
み
。
本
門
の
意
は
第
四
第
五
に
差
殊
無
し
。
故
に
共
に
大
乗
声
聞
、
大
日
普
賢
と
名
づ
く
る
の
み
。
已
上

[八
五
頁
上
段
六
行
目
]

有
書
曰
。
立
大
乗
声
聞
有
無
二
名
。
於
此
有
二
途
。
一
限
迹
門
。
二
亘
本
迹
二
門
。
本
迹
二
門
有
無
者
。
迹
門
於
旧
聖
立
大
乗
声

聞
無
義
。
本
門
於
此()立
大
乗
声
聞
有
義
耳
。
已
上

69

有
る
書
に
曰
く
、「
大
乗
声
聞
を
立
ち
て
有
無
の
二
名
あ
り
。
此
に
お
い
て
二
途
有
り
。
一
は
迹
門
に
限
り
て
、
二
は
本
迹
の

二
門
に
亘
る
。
本
迹
の
二
門
の
有
無
と
は
、
迹
門
は
旧
聖
に
お
い
て
大
乗
声
聞
無
の
義
を
立
つ
。
本
門
は
此
に
お
い
て
大
乗
声

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

四
九



聞
有
の
義
を
立
つ
の
み()」
と
已
上
。

70

[八
五
頁
上
段
九
行
目
]

問
。
迹
門
意
応
化
名
名
迹
名
何
人
耶
。

問
う
。「
迹
門
の
意
は
応
化
の
名
を
迹
名
と
名
づ
く
る
は
何
人
た
る
や
」
と
。

[八
五
頁
上
段
九
行
目
]

答
。
指
満
願
羅
云
等
具
名
応
化
耳
。
已
上

答
う
。「
満
願()、
羅
云()等
を
指
し
て
具
に
応
化
と
名
づ
く
る
の
み
」
と
已
上
。

71

72

[八
五
頁
上
段
一
〇
行
目
]

以
之
可
准
知
本
門
耳
。
已
上

こ
れ
を
以
て
本
門
に
准
じ
て
知
る
べ
き
の
み
。
已
上

[八
五
頁
上
段
一
〇
行
目
]

問
。
迹
門
意
決
定
性
声
聞
成
妙
覚
三
身
如
来
耶
否
耶
。

問
う
。「
迹
門
の
意
は
決
定
性
の
声
聞
は
妙
覚
三
身
の
如
来
と
成
る
や
否
や
」
と
。

[八
五
頁
上
段
一
一
行
目
]

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

五
〇



答
曰
。
全
不
成
。

答
え
て
曰
く
、「
全
く
成
ら
ず
」
と
。

[八
五
頁
上
段
一
二
行
目
]

問
。
其
意
何
。

問
う
。「
其
の
意
何
ぞ
」
と
。

[八
五
頁
上
段
一
二
行
目
]

答
。
謹
曰
。
莫
字
教
門
上
立
大
悲
門
行
形
。
此
故
決
定
声
聞
在
会
上
。
不
成
如
来
三
身
一
身
成
仏
道
耳
。

答
う
。「
謹
ん
で
曰
く
、
莫
字
の
教
門
の
上
に
大
悲
門
の
行
形
を
立
つ
。
此
の
故
に
決
定
声
聞
は
会
上
に
在
り
。
如
来
三
身
の

一
身
に
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
を
成
さ
ざ
る
の
み
」
と
。

[八
五
頁
上
段
一
四
行
目
]

問
。
在()證
耶
否
耶
。

73
問
う
。「
證
在
る
や
否
や
」
と
。

[八
五
頁
上
段
一
四
行
目
]

答
曰
。
羅
什
三
蔵
法
華
義
記
曰
。
声
聞
取
大
悲
形
故
不
成
極
果
形
耳
。
云
云

答
え
て
曰
く
、「
羅
什
三
蔵
の
『
法
華
義
記()』
に
曰
く
、〈
声
聞
は
大
悲
の
形
を
取
る
が
故
に
極
果
の
形
と
成
ら
ざ
る
の
み
〉

74
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珍
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と
」
と
云
云
。

[八
五
頁
上
段
一
五
行
目
]

某()請
曰
。
迷
後
学
者
伝
千
金
莫
伝
之
耳
。
已
上

75
某
は
請
う
て
曰
く
、「
迷
う
後
の
学
者
は
千
金
を
伝
え
て
こ
れ
を
伝
う
る
こ
と
莫
き
の
み
」
と
已
上
。

[八
五
頁
上
段
一
七
行
目
]

有
書
曰
。
謹
伝
正
義
曰
。
大
悲
門
故
一
切
諸
子
莫
帰
本
地
大
日
之
智
海
。
以
之
於
此
宗
名
優
曇
華
。
是
故
決
定
性
声
聞
全
不
成
如

来
三
身
一
身
心
念
。
而
以
一
例
諸
耳
。
已
上

有
る
書
に
曰
く
、「
謹
ん
で
正
し
く
義
を
伝
え
て
曰
く
、
大
悲
門
の
故
に
一
切
諸
子
は
本
地
た
る
大
日
の
智
海
に
帰
す
る
こ
と

莫
し
。
こ
れ
を
以
て
此
の
宗
に
お
い
て
優
曇
華
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
決
定
性
の
声
聞
は
全
く
如
来
三
身
の
一
身
の
心
念
を
成

ぜ
ず
。
而
し
て
一
を
以
て
諸
を
例
す
る
の
み()」
と
已
上
。

76

[八
五
頁
下
段
三
行
目
]

疑
曰
。
不
有
證
據
以
何
為
信
耶
。

疑
い
て
曰
く
、「
證
據
有
ら
ざ
る
に
何
を
以
て
信
と
為
す
や
」
と
。

[八
五
頁
下
段
三
行
目
]

答
。
謹
曰
。
一
行
阿
闍
梨
瑜
伽
一
巻
義
記
引
羅
什
三
蔵
法
華
義
記
曰
。

円
珍
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法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
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）
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答
う
。「
謹
ん
で
曰
く
、
一
行
阿
闍
梨
の
瑜
伽
一
巻
の
義
記()に
羅
什
三
蔵
の
『
法
華
義
記
』
を
引
き
て
曰
う()」
と
。

77
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[八
五
頁
下
段
四
行
目
]

問
。
莫
字
九
重
大
悲
阿
若
意
一
切
諸
子
帰
本
地
心
智
耶
否
耶
。

問
う
。「
莫
字
九
重
の
大
悲
の
阿
若
の
意
は
一
切
諸
子
を
本
地
の
心
智
に
帰
す
る
や
否
や
」
と
。

[八
五
頁
下
段
五
行
目
]

答
。
未
其
旨
爾
。

答
う
。「
未
だ
其
の
旨
爾
ら
ず
」
と
。

[八
五
頁
下
段
六
行
目
]

問
。
何
。

問
う
。「
何
ぞ
」
と
。

[八
五
頁
下
段
六
行
目
]

答
曰
。
条()如
此
旨
者
顕
優
曇
華
形
体
。
優
者
名
無
字
。
曇
者
名
帰
入
字
。
華
者
名
大
日
二
字
。
迹
名
曰
優
曇
華
。
顕
体
曰
吉
哩
吉

79

梨
。
吉
者
名
無
哩
者
名
帰
。
吉
者
名
大
梨
者
名
日
耳
。
已
上

答
え
て
曰
く
、「
此
の
如
き
旨
に
条
る
は
優
曇
華
の
形
体
を
顕
す
。
優
と
は
無
字
と
名
づ
く
。
曇
と
は
帰
入
字
と
名
づ
く
。
華

と
は
大
日
の
二
字
と
名
づ
く
。
迹
の
名
に
は
優
曇
華
と
曰
う
。
顕
体
に
は
吉
哩
吉
梨
と
曰
う
。
吉
と
は
無
と
名
づ
く
。
哩
と
は

円
珍
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法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
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帰
と
名
づ
く
。
吉
と
は
大
と
名
づ
く
。
梨
と
は
日
と
名
づ
く
る
の
み
」
と
已
上
。

[八
五
頁
下
段
九
行
目
]

今
謹
案
。
優
曇
華
故
諸
子
更
無
成
仏
道
。

今
謹
ん
で
案
ず
る
に
、
優
曇
華
の
故
に
諸
子
更
に
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
無
し
。

[八
五
頁
下
段
一
〇
行
目
]

仍
今
案
曰
。
優
曇
華
開
三
千
年
一
度
者
。
迹
門
意
従
大
通
仏
時
終
至
于
迹
門
初
住
位
得
初
住
阿
字
。
是
以
是
名
優
曇
華
爾
耳
。
已

上
。仍

ち
今
案
ず
る
に
曰
く
、
優
曇
華
の
三
千
年
に
一
度
開
く
と
は
、
迹
門
の
意
は
大
通
仏
の
時
よ
り
終
り
迹
門
の
初
住
の
位
に
至

り
て
初
住
の
阿
字
を
得
。
是
を
以
て
是
を
優
曇
華
と
名
づ
く
る
こ
と
爾
る
の
み
。
已
上
。

[八
五
頁
下
段
一
二
行
目
]

某
自
曰
。
謹
曰
。
迷
後
学
者
伝
千
金
莫
伝
之
耳
。
已
上

某
は
自
ら
曰
く
、「
謹
ん
で
曰
く
、
迷
う
後
の
学
者
は
千
金
を
伝
え
て
こ
れ
を
伝
う
る
こ
と
莫
き
の
み
」
と
已
上
。

[八
五
頁
下
段
一
四
行
目
]

問
。
法
華
已
前
説
四
称
声
聞
本
地
耶
否
耶
。

問
う
。「
法
華
已
前
に
四
種
声
聞
の
本
地
を
説
く
や
否
や
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）
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[八
五
頁
下
段
一
四
行
目
]

答
。
謹
曰
。
分
途
一
云
。
四
種
共
名
鹿
苑
證
果
儀
式
。
是
故
竪
入
途
無
説
此
旨
。
二
横
入
意
一
代
五
時
。
五
時
節
節
説
五
時
。
是

故
有
之
耳
。
已
上

答
う
。「
謹
ん
で
曰
く
、
途
を
分
け
て
一
に
云
く
、
四
種
は
共
に
鹿
苑
の
證
果
の
儀
式
に
名
づ
く
。
是
の
故
に
竪
入
の
途
は
此

の
旨
を
説
く
こ
と
無
し
。
二
に
横
入
の
意
は
一
代
五
時
な
り
。
五
時
は
節
節
に
五
時
を
説
く
。
是
の
故
に
こ
れ
有
る
の
み
」
と

已
上
。

[八
五
頁
下
段
一
七
行
目
]

問
。
如
此
旨
在
證
耶
否
耶
。

問
う
。「
此
の
如
き
旨
の
證
在
る
や
否
や
」
と
。

[八
五
頁
下
段
一
七
行
目
]

答
。
一
行
阿
闍
梨
義
決
引
羅
什
三
蔵
法
華
義
記
曰
。
時
時
在
五
時
。
迷
後
門
人
不
可
共()之
耳
。
已
上
。

80

答
う
。「
一
行
阿
闍
梨
の
『
義
決()』
に
羅
什
三
蔵
の
『
法
華
義
記
』
を
引
き
て
曰
く
、〈
時
時
に
五
時
在
り
。
迷
う
後
の
門
人
は

81

共
に
こ
れ
と
す
べ
か
ら
ざ
る
の
み()〉
と
」
と
已
上
。

82

[八
六
頁
上
段
二
行
目
]

今
案
之
明
理
在
之
耳
。
已
上
。

円
珍
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法
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聞
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ぐ
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て
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今
こ
れ
を
案
ず
る
に
明
理
こ
れ
在
る
の
み
。
已
上
。

[八
六
頁
上
段
三
行
目
]

問
。
上
慢
等
人
何
故
去
法
華
座
耶
。

問
う
。「
上
慢
等
の
人
は
何
故
ぞ
法
華
の
座
を
去
る
や
」
と
。

[八
六
頁
上
段
三
行
目
]

答
。
天
台
四
教
抄
後
記
四
云
。
上
慢
者
名
於
観
音
。
観
音
大
悲
九
重
大
士
故
示
形
声
聞
起
座
去
畢
。
是
旨
名
大
日
普
賢
毘
盧
遮
那

仏
方
便
不
思
議
力
也
。
已
上

答
う
。「『
天
台
四
教
抄
』
後
記
四()に
云
く
、〈
上
慢
と
は
観
音
に
名
づ
く
。
観
音
は
大
悲
九
重
の
大
士
な
る
が
故
に
形
を
声
聞

83

と
示
し
て
座
を
起
ち
去
畢
す
。
是
の
旨
を
大
日
普
賢
、
毘
盧
遮
那
仏
の
方
便
不
思
議
力
と
名
づ
く
る
な
り
〉
と
」
と
已
上
。

[八
六
頁
上
段
六
行
目
]

今
謹
案
此
旨
明
理
在
此
。
仍
迷
後
学
者
不
可
異
濫
此
旨
。
伝
千
金
全
莫
伝
之
耳
。
已
上

今
謹
ん
で
此
の
旨
を
案
ず
る
に
明
理
此
に
在
り
。
仍
ち
迷
う
後
の
学
者
は
此
の
旨
を
異
濫
す
べ
か
ら
ず
。
千
金
を
伝
え
て
全
く

こ
れ
を
伝
う
る
こ
と
莫
き
の
み
。
已
上

[八
六
頁
上
段
八
行
目
]

問
。
既
不
成
仏
耶
。

円
珍
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問
う
。「
既
に
成
仏
せ
ざ
る
や
」
と
。

[八
六
頁
上
段
八
行
目
]

答
。
成
仏
。

答
う
。「
成
仏
す
」
と
。

[八
六
頁
上
段
八
行
目
]

問
。
意
何
耶
。

問
う
。「
意
何
ぞ
や
」
と
。

[八
六
頁
上
段
八
行
目
]

答
。
大
智
感
字
故
。
於
何
処
有
不
成
仏
之
義
耶
。
已
上

答
う
。「
大
智
は
感()字
の
故
な
り
。
何
処
に
お
い
て
不
成
仏
の
義
有
る
や
」
と
已
上
。
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[八
六
頁
上
段
一
〇
行
目
]

問
。
天
親
所
造
四
種
声
聞
称
鹿
苑
時
名
決
定
性
。
方
等
般
若
時
名
退
大
。
法
華
時
名
応
化
者
為
実
。
何
以
今
日
為
悟
此
何
。

問
う
。「
天
親
所
造
の
四
種
声
聞
の
称
は
鹿
苑
の
時
に
決
定
性
と
名
づ
く
。
方
等
、
般
若
の
時
に
退
大
と
名
づ
く
。
法
華
の
時

に
応
化
と
名
づ
く
る
は
実
と
為
す
や
。
何
を
以
て
今
日
に
悟
と
為
す
や
。
此
れ
何
ぞ
」
と
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

五
七



[八
六
頁
上
段
一
二
行
目
]

答
曰
。
爾
前
未
云
爾
。
以
今
日
推()尋
之
耳
。
已
上
。
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答
え
て
曰
く
、「
爾
前
に
は
未
だ
爾
り
と
云
わ
ず
。
今
日
を
以
て
尋
ね
て
こ
れ
を
推
す
の
み
」
と
已
上
。

[八
六
頁
上
段
一
二
行
目
]

問
。
法
華
已
前
明
決
定
性
成
仏
耶
否
耶
。

問
う
。「
法
華
已
前
に
決
定
性
の
成
仏
を
明
か
す
や
否
や
」
と
。

[八
六
頁
上
段
一
三
行
目
]

答
。
在
明
意
在
不
明
意
。

答
う
。「
明
意
在
り
て
不
明
意
在
り
」
と
。

[八
六
頁
上
段
一
四
行
目
]

問
。
何
意
耶
。

問
う
。「
何
の
意
な
る
や
」
と
。

[八
六
頁
上
段
一
四
行
目
]

答
。
以
一
代
節
節
可
案
従
之
耳
。
已
上
。

答
う
。「
一
代
の
節
節
を
以
て
こ
れ
に
案
従
す
べ
き
の
み
」
と
已
上
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

五
八



[八
六
頁
上
段
一
四
行
目
]

謹
曰
。
以
此
旨
一
行
菩
薩
顕
大
日
如
来
本
地
三
身
一
身
旨
。
四
土
不
二
道
理
久
遠
実
成
本
形
悟
之
所
。
迷
後
学
者
伝
千
金
全
莫
伝

之
。
若
伝
上
来
誓
者
似
自
切
舌
者
也
。
見
此
旨
輩
在
時
不
信
用
之
者
堕
在
無
間
地
獄
不
疑
耶
。
仍
今
謹
四
種
声
聞
日
記
明
此
了
耳
。

云
云謹

ん
で
曰
く
、
此
の
旨
を
以
て
一
行
菩
薩
は
大
日
如
来
の
本
地
た
る
三
身
一
身
の
旨
を
顕
す
。
四
土
不
二
の
道
理
は
久
遠
実
成

の
本
形
こ
れ
を
悟
る
所
な
り
。
迷
う
後
の
学
者
は
千
金
を
伝
え
て
全
く
こ
れ
を
伝
う
る
こ
と
莫
れ
。
若
し
上
来
の
誓
を
伝
わ
ば

自
ら
舌
を
切
る
に
似
た
る
者
な
り
。
此
の
旨
を
見
る
輩
在
る
時
こ
れ
を
信
用
せ
ざ
る
者
は
無
間
地
獄
に
堕
ち
て
在
ら
ん
こ
と
疑

わ
ざ
る
や
。
仍
ち
今
謹
ん
で
『
四
種
声
聞
日
記
』
を
こ
こ
に
明
か
し
了
ん
ぬ
る
の
み
。
云
云

[八
六
頁
下
段
三
行
目
]

註
云
。
上
来
至
于
今
書
此
人
具
成
誓
言
可
書
之
者
也
。
後
見
学
者
莫
伝
之
耳()。
仍
誓
言
了
。
已
上
。
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註
に
云
く
、
上
来
を
今
に
至
り
て
此
れ
を
書
す
人
は
具
に
誓
言
を
成
じ
て
こ
れ
を
書
す
べ
き
者
な
り
。
後
に
見
る
学
者
は
こ
れ

を
伝
う
る
こ
と
莫
き
の
み
。
仍
ち
誓
言
を
了
ん
ぬ
。
已
上
。

[八
六
頁
下
段
六
行
目
]

四
種
声
聞
日
記

入
唐
沙
門
円
珍
於
延
暦
寺
山
王
院
記
之

四
種
声
聞
日
記

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

五
九



入
唐
沙
門
円
珍
、
延
暦
寺
山
王
院
に
お
い
て
こ
れ
を
記
す
。

[八
六
頁
下
段
九
行
目
]

従
元
慶
七
年
三
月
二
十
八
日
至
于
同
三
十
日
案
記
之
。
此
丘
良
猷
挍()了
。
汝
成
老
疲
齢
憊
恒
勿
露
斯
矣
。

87

元
慶
七
年
三
月
二
十
八
日
よ
り
同
三
十
日
に
至
り
て
こ
れ
を
案
記
す
。
比
丘
良
猷
は
挍
了
す
。
汝
は
老
疲
齢
憊
と
成
り
、
恒
に

斯
れ
を
露
と
す
る
こ
と
勿
れ
。

[八
六
頁
下
段
一
〇
行
目
]

可
秘
之
可
秘
之
。
若
此
書
流
布
世
於
一
代
聖
教
論
議
経
壊
識
者
也
。
故
強
禁
之
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。
南
無
阿
弥
陀()仏
。

88

こ
れ
を
秘
す
べ
し
。
こ
れ
を
秘
す
べ
し
。
若
し
此
の
書
世
に
流
布
せ
ば
一
代
の
聖
教
に
お
い
て
論
議
経
を
悉
く
滅
す
る
者
な
り
。

故
に
強
く
こ
れ
を
禁
ず
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。

※
な
お
、『
日
本
大
蔵
経
』
に
は
尾
題
が
な
い
が
、『
智
証
大
師
全
集
』
に
は
「
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
□
終
」
と
尾
題
が
あ
る
。

校
異
等
に
つ
い
て

先
述
の
通
り
、
三
種
の
活
字
本
の
内
に
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
右
の
国
訳
で
は
『
日
本
大
蔵
経
』
と
『
智
証
大

師
全
集
』
と
の
対
校
を
行
っ
た
。
両
テ
キ
ス
ト
の
異
な
り
に
関
し
て
述
べ
る
と
、
ま
ず
一
つ
に
著
者
名
の
表
記
が
異
な
っ
て
い
た
。

『
日
本
大
蔵
経
』
で
は
「
入
唐
沙
門
□
円
珍
□
叙
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
智
証
大
師
全
集
』
で
は
「
山
王
院
円
珍
」

と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
文
字
の
異
同
に
関
し
て
は
総
じ
て
十
九
箇
所
が
確
認
さ
れ
、『
智
証
大
師
全
集
』
の
方
に
や
や
誤
脱
が
散
見

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

六
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さ
れ
た
。
句
点
の
打
ち
方
に
関
し
て
は
『
智
証
大
師
全
集
』
の
方
が
文
章
を
よ
り
細
か
く
区
切
っ
て
い
た
が
、
明
ら
か
に
間
違
っ
た

打
ち
方
を
し
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
た
。
送
り
仮
名
に
関
し
て
は
『
日
本
大
蔵
経
』
の
方
に
は
よ
く
付
さ
れ
て
い
た
が
、『
智
証
大

師
全
集
』
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
傍
注
の
異
本
注
記
に
関
し
て
は
『
日
本
大
蔵
経
』
の
方
に
よ
り
多
く
見
ら
れ
た
。
奥

書
の
配
置
に
関
し
て
は
『
日
本
大
蔵
経
』
の
表
記
は
適
切
で
あ
っ
た
が
、『
智
証
大
師
全
集
』
で
は
本
文
と
区
別
し
難
い
表
記
と
な

っ
て
い
た
。

全
体
と
し
て
は
『
日
本
大
蔵
経
』
の
方
が
誤
脱
が
少
な
く
、
ま
た
送
り
仮
名
や
傍
注
等
の
情
報
も
多
か
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て

は
『
日
本
大
蔵
経
』
の
方
が
よ
り
整
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り
、
学
術
的
に
は
『
智
証
大
師
全
集
』
よ
り
も
『
日
本
大
蔵
経
』
の
方
が

推
奨
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
智
証
大
師
全
集
』
に
誤
脱
が
見
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、『
日
本
大
蔵
経
』
に

も
誤
脱
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
、
そ
の
点
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

活
字
本
以
外
の
対
校
本
と
し
て
は
、
大
正
大
学
所
蔵
の
寛
文
二
年
刊
の
刊
本
を
用
い
た
。
寛
文
二
年
刊
本
は
、
活
字
本
の
『
日
本

大
蔵
経
』
と
も
『
智
証
大
師
全
集
』
と
も
完
全
に
一
致
は
せ
ず
、
ま
た
ど
ち
ら
の
活
字
本
に
近
い
と
も
俄
か
に
は
言
い
難
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
刊
本
と
二
種
の
活
字
本
と
は
全
体
的
に
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
大
き
く
異
な
ら
な
い
。

寛
文
二
年
刊
本
に
は
活
字
本
に
な
い
情
報
と
し
て
、
表
紙
の
題
簽
や
朱
書
き
の
外
題
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
刊
本
の
題
簽
に

は
、「
小
部
集
釈
」「
教
相
同
異
集
」「
阿
弥
陀
観
心
」「
読
経
用
心
」
と
の
表
記
が
見
ら
れ
、
ま
た
朱
書
き
の
外
題
に
は
『
円
融
仏

智
』『
極
楽
問
答
』『
四
種
声
聞
』『
妙
悟
決
』『
法
華
略
観
』『
一
念
頌
決
』
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ま
ず
、
寛
文
二

年
刊
本
が
『
天
台
小
部
集
釈
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
天
台
小
部
集
釈
』
は
、
天
台
家
の
宗
義
に
関
す
る
文
献
の
内
、
比
較
的

部
帙
の
小
さ
い
も
の
を
集
め
た
叢
書
で
あ
り
、
計
六
十
六
部
六
十
八
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。

寛
文
二
年
刊
本
で
は
、
先
述
の
通
り
『
四
種
声
聞
記
』
の
他
に
五
部
の
文
献
を
収
録
し
て
い
る
。『
円
融
仏
智
』
は
覚
超
（
九
六

〇
袞
一
〇
三
四
）
の
『
円
融
仏
意
集
』
で
あ
り
、『
極
楽
問
答
』
は
覚
超
の
『
往
生
極
楽
問
答
』
で
あ
り
、『
妙
悟
決
』
は
最
澄
疑
問
、

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

六
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道
邃
（
生
没
年
不
詳
）
決
義
の
『
天
台
法
華
宗
生
知
妙
悟
決
』
で
あ
り
、『
法
華
略
観
』
は
源
信
（
九
四
二
袞
一
〇
一
七
）
の
そ
れ
で
あ

り
、『
一
念
頌
決
』
は
覚
超
の
そ
れ
で
あ
る
。『
四
種
声
聞
記
』
が
こ
れ
ら
の
文
献
と
共
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
題
簽
に
「
教

相
同
異
集
」「
阿
弥
陀
観
心
」
と
あ
る
こ
と
や
、『
四
種
声
聞
記
』
の
本
文
中
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
、

『
四
種
声
聞
記
』
が
浄
土
教
的
性
格
を
含
ん
だ
著
述
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』『
阿
若
集
』
の
共
通
す
る
記
述

先
述
の
と
お
り
、
三
崎
良
周
﹇
一
九
七
八
﹈
の
研
究
に
よ
る
と
、『
四
種
声
聞
記
』
に
は
『
阿
若
集
』
と
共
通
す
る
語
句
が
頻
り
に

見
出
さ
れ
る
と
い
う()。
そ
の
共
通
す
る
語
句
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
整
理
を
し
て
お
く
と
次
の
対
照
表
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、

89

『
四
種
声
聞
記
』
の
原
文
は
、
増
補
改
訂
版
『
日
本
大
蔵
経
』
第
八
十
巻
所
収
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
引
用
し
、『
阿
若
集
』
の
原
文
は
、

覆
刻
版
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
十
八
冊
所
収
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
引
用
し
て
、
丸
括
弧
（

）
の
中
に
は
該
当
頁
数
お
よ
び
上
下

を
表
記
し
た
。

『四
種
声
聞
記
』

『阿
若
集
』

以
金
剛
部
旨
思
之
者
。
以
大
日
名
普
賢
名
応
化
。
第
四
声
聞
。
以
普
賢

延
命
号
応
化
声
聞
（
八
二
頁
下
）

瑜
伽
最
深
密
処
。
即
法
華
常
住
霊
山
故
。
或
時
普
賢
延
命
。
三
世
有
毒

心
。
令
即
證
菩
提
故
。
円
融
学
者
。
於
普
賢
延
命
真
言
。
可
案
之
（
一

二
一
七
頁
下
）

我
今
一
書
了
一
行
阿
闍
梨
。
一
菩
薩
在
世
。
名
号
普
賢
延
命
（
一
二
一

七
頁
下
）

是
普
賢
延
命
力
也
（
一
二
一
七
頁
下
）

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

六
二



雖
本
地
旧
聖
三
世
九
世
念
念
只
限
新
記
（
八
三
頁
上
）

故
三
世
九
世
念
念
名
不
生
一
理
（
八
三
頁
上
）

迹
門
三
世
九
世
念
念
決
定
退
大
声
聞
（
八
四
頁
下
）

宣
三
世
九
世
久
遠
常
恒
旨
（
一
二
一
六
頁
上
）

大
悲
門
為
宗
故
是
応
化
限
旧
聖
（
八
三
頁
上
）

大
悲
門
故
一
切
諸
子
莫
帰
本
地
大
日
之
智
海
（
八
三
頁
上
）

問
。
云
大
悲
修
行
之
意
如
何
。
答
。
衆
生
是
久
遠
衆
生
。
一
理
是
無
始

一
理
。
是
大
悲
門
故
。
修
修
未
成
仏
（
一
二
一
五
頁
下
）

今
人
者
三
世
常
恒
大
悲
修
行
者
也
。
故
大
悲
門
（
一
二
一
六
頁
上
）

次
菩
薩
大
悲
門
身
。
是
果
縛
身
也
（
一
二
一
六
頁
上
）

答
曰
。
大
悲
門
衆
生
也
。
此
衆
生
大
毘
盧
舎
那
垂
迹
是
也
（
一
二
一
六

頁
下
）

謹
以
案
於
金
剛
部
本
形
者
以
大
智
門
為
宗
（
八
三
頁
上
）

宣
金
剛
界
大
智
門
上
立
大
悲
故
具
存
此
旨
給
也
（
八
三
頁
下
）

是
大
智
顕
説
門
之
意
有
歟
（
一
二
一
六
頁
上
）

迷
後
学
者
所
迷
此
也
。
末
代
学
者
全
不
可
異
濫
。
是
故
迷
後
学
徒
伝
千

金
。
全
莫
伝
此
旨
耳
（
八
四
頁
上
）

某
謹
曰
。
迷
後
学
者
伝
千
金
莫
伝
之
耳
（
八
四
頁
上
）

某
自
曰
。
謹
曰
。
迷
後
学
者
伝
千
金
莫
伝
之
耳
（
八
五
頁
下
）

仍
迷
後
学
者
不
可
異
濫
此
旨
。
伝
千
金
全
莫
伝
之
耳
（
八
六
頁
上
）

迷
後
学
者
伝
千
金
全
莫
伝
之
（
八
六
頁
上
）

後
見
学
者
莫
伝
之
耳
（
八
六
頁
下
）

釈
云
。
此
経
有
龍
宮
城
未
伝
。
但
今
文
龍
樹
者
者
。
秘
書
此
。
尤
此
経

密
故
也
。
経
名
曰
維
摩
羅
樹
吉
蔵
陀
留
摩
経
也
。
私
我
決
曰
。
上
乗
所

説
与
我
説
全
未
異
。
末
代
後
学
。
雖
伝
千
金
。
莫
全
伝
此
（
一
二
一
六

頁
下
）

如
是
三
種
教
観
。
是
瑜
伽
最
深
意
。
末
代
後
学
。
秘
可
申
者
也
（
一
二

一
八
頁
上
）

一
行
阿
闍
梨
瑜
伽
一
巻
義
記
引
羅
什
三
蔵
法
華
義
記
曰
（
八
五
頁
下
）

一
行
阿
闍
梨
義
決
引
羅
什
三
蔵
法
華
義
記
曰
（
八
五
頁
下
）

以
此
旨
一
行
菩
薩
顕
大
日
如
来
本
地
三
身
一
身
旨
（
八
六
頁
上
）

傳
云
。
唐
土
一
行
阿
闍
梨
是
也
（
一
二
一
六
頁
下
）

重
伝
受
唐
土
一
行
阿
闍
梨
（
一
二
一
七
頁
上
）

故
阿
闍
梨
書
云
（
一
二
一
七
頁
上
）

我
今
一
書
了
一
行
阿
闍
梨
。
一
菩
薩
在
世
。
名
号
普
賢
延
命
（
一
二
一

七
頁
下
）

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）
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天
台
四
教
抄
後
記
四
云
（
八
六
頁
上
）

是
故
天
台
四
教
抄
彼
記
云
（
一
二
一
六
頁
上
）

若
伝
上
来
誓
者
似
自
切
舌
者
也
（
八
六
頁
上
）

汝
破
我
説
似
舌
切
也
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。
南
無
阿
弥
陀
仏
（
一
二
一
六

頁
上
）

若
此
書
流
布
世
於
一
代
聖
教
論
議
経
壊
識
者
也
。
故
強
禁
之
。
南
無
阿

弥
陀
仏
。
南
無
阿
弥
陀
仏
（
八
六
頁
下
）

汝
破
我
説
似
舌
切
也
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。
南
無
阿
弥
陀
仏
（
一
二
一
六

頁
上
）

両
書
と
も
一
巻
か
ら
な
る
小
部
の
著
述
で
あ
る
が
、
共
通
と
見
ら
れ
る
語
句
を
抽
出
す
る
と
こ
れ
だ
け
の
例
が
あ
っ
た
。
対
象
し

て
わ
か
る
よ
う
に
、
特
徴
的
な
術
語
や
名
詞
等
が
両
書
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
書
間
に
は
相
当
な
関

連
の
あ
る
こ
と
が
言
え
よ
う
。

な
お
、
両
書
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
断
定
し
難
い
が
、『
四
種
声
聞
記
』
に
は
成
立
年
代
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
四
種

声
聞
記
』
の
本
文
冒
頭
に
は
「
元
慶
第
七
年
三
月
二
十
八
日()」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
ま
た
奥
書
に
は
「
入
唐
沙
門
円
珍
於
延
暦
寺

90

山
王
院
記
之
」「
従
元
慶
七
年
三
月
二
十
八
日
至
于
同
三
十
日
案
記
之()」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
尊
通
『
智
証
大
師
年
譜
』
に
は

91

「
陽
成
天
皇
元
慶
…
七
年
癸
卯
」
の
箇
所
に
「
師
七
十
歳
。
三
月
…
二
十
八
日
講
四
種
声
聞
義()」
と
あ
り
、『
四
種
声
聞
記
』
の
中
の

92

記
述
と
日
付
が
一
致
す
る
。
偽
撰
説
の
あ
る
『
四
種
声
聞
記
』
で
は
あ
る
が
、『
智
証
大
師
年
譜
』
の
「
講
四
種
声
聞
義
」
の
記
述

を
、
円
珍
が
『
四
種
声
聞
記
』
を
撰
し
た
こ
と
と
見
れ
ば
、
一
往
の
整
合
性
は
と
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、『
阿
若
集
』
に

関
し
て
は
成
立
年
代
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

七
、『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
に
お
け
る
「
阿
字
」「
阿
若
」
の
使
用
例
に
つ
い
て

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）
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『四
種
声
聞
記
』
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
円
珍
『
阿
若
集
』
は
、
一
説
で
は
題
名
の
「
阿
若
」
が
「
阿
字
」
の
写
誤
で
あ

る
と
云
わ
れ
て
い
る()。
実
際
に
『
阿
若
集
』
の
本
文
を
見
る
と
「
阿
若
」
の
語
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
阿
字
」
の
語
も

93

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
阿
若
」「
阿
字
」
の
語
に
つ
い
て
は
、『
四
種
声
聞
記
』
に
お
い
て
も
術
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
『
四
種
声
聞
記
』
に
お
い
て
「
阿
若
」「
阿
字
」
の
語
が
ど
の
程
度
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
使

わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
、
ま
た
同
様
に
『
阿
若
集
』
で
の
使
用
例
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
い
。

初
め
に
『
四
種
声
聞
記
』
に
お
け
る
「
阿
若
」「
阿
字
」
の
語
に
つ
い
て
、
本
文
中
の
全
て
の
該
当
箇
所
を
抽
出
す
る
と
、
以
下

の
通
り
と
な
る
。

な
お
、
原
文
お
よ
び
丸
括
弧
（

）
内
の
頁
数
・
上
下
・
行
数
は
、
増
補
改
訂
版
『
日
本
大
蔵
経
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
、

原
文
に
続
い
て
一
字
下
げ
で
国
訳
を
示
し
た
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
中
の
割
注
部
分
は
、
フ
ォ
ン
ト
を
下
げ
て
表
記
し
た
。
ま
た
、
便

宜
上
「
阿
字
」
の
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
、「
阿
若
」
の
箇
所
に
は
波
線
を
付
し
た
。

『四
種
声
聞
記
』
該
当
箇
所
①
（『
日
本
大
蔵
経
』
八
二
頁
上
段
一
四
行
目
）

問
。
其
本
地
何
。
答
曰
。
以
胎
蔵
思
之
者
四
種
阿
字
在
之
。
以
之
名
四
種
声
聞
人
。
以
金
剛
部
思
之
者
。
一
弥
勒
。
二
文
殊
。
三

観
音
。
四
普
賢
也
。
以
之
四
種
声
聞
人
為
本
地
。
云
云

問
う
。「
其
の
本
地
何
ぞ
」
と
。
答
え
て
曰
く
、「
胎
蔵
を
以
て
こ
れ
を
思
わ
ば
、
四
種
の
阿
字
こ
れ
在
り
。
こ
れ
を
以
て
四
種

の
声
聞
人
と
名
づ
く
。
金
剛
部
を
以
て
こ
れ
を
思
わ
ば
、
一
に
は
弥
勒
、
二
に
は
文
殊
、
三
に
は
観
音
、
四
に
は
普
賢
な
り
。

こ
れ
を
以
て
四
種
の
声
聞
人
は
本
地
と
為
す
」
と
云
云
。

問
。
四
種
阿
字
者
何
耶
。
答
。
阿
在
於
四
名
。
一
本
不
生
阿
字
。
本
不
生
空
寂
理
。
二
寂
静
阿
字
。
本
不
生
行
。
三
遍
際
不
可
得
阿

字
。
本
不
生
涅
槃
形
。
四
遠
離
不
可
得
阿
字
。
大
道
案
置
之
。
入
秘
密
蔵
海
説
一
大
事
因
縁
之
四
種
阿
字
名
四
種
曼
荼
羅
耳
。
云
云

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）
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五



問
う
。「
四
種
の
阿
字
と
は
何
ぞ
や
」
と
。
答
う
。「
阿
に
四
名
に
在
り
。
一
に
本
不
生
の
阿
字
。
本
不
生
の
空
寂
理
。
二
に
寂

静
の
阿
字
。
本
不
生
の
行
。
三
に
遍
際
不
可
得
の
阿
字
。
本
不
生
の
涅
槃
形
。
四
に
遠
離
不
可
得
の
阿
字
。
大
道
こ
れ
を
案
置
す
。

秘
密
蔵
の
海
に
入
り
て
一
大
事
因
縁
の
四
種
の
阿
字
を
説
く
こ
と
を
四
種
曼
荼
羅
と
名
づ
く
る
の
み
」
と
云
云
。

次
曰
。
法
華
肝
心
以
之
名
阿
字
。
此
有
四
種
名
。
云
云

次
に
曰
く
、「
法
華
の
肝
心
こ
れ
を
以
て
阿
字
と
名
づ
く
。
此
れ
に
四
種
の
名
有
り
」
と
云
云
。

以
次
第
阿
字
名
四
種
声
聞
次
第
名
号
。
仍
定
林
寺
大
阿
闍
梨
曰
。
法
華
阿
若
�
�
�宣
肝
心
。
以
阿
若
�
�
�一
字
天
親
菩
薩
立
四
種
声
聞
。
云

云
次
第
の
阿
字
を
以
て
四
種
声
聞
の
次
第
の
名
号
を
名
づ
く
。
仍
ち
定
林
寺
の
大
阿
闍
梨
曰
く
、「
法
華
は
阿
若
�
�
の
肝
心
を
宣
ぶ
。

阿
若
�
�
の
一
字
を
以
て
天
親
菩
薩
は
四
種
声
聞
を
立
つ
」
と
云
云
。

是
故
以
胎
蔵
四
種
阿
字
。
金
剛
部
意
名
弥
勒
観
音
文
殊
普
賢
。
両
部
雖
異
大
道
一
也
。

是
の
故
に
胎
蔵
の
四
種
の
阿
字
を
以
て
、
金
剛
部
の
意
を
弥
勒
、
観
音
、
文
殊
、
普
賢
と
名
づ
く
。
両
部
は
異
な
る
と
雖
も
大

道
は
一
な
り
。

問
。
其
本
義
何
。
答
曰
。
雖
多
諸
法
無
過
莫
字
之
。
是
故
以
第
四
之
阿
字
名
応
化
声
聞
。

問
う
。「
其
の
本
義
何
ぞ
」
と
。
答
え
て
曰
く
、「
諸
法
多
し
と
雖
も
莫
字
に
過
ぎ
る
こ
と
無
し
。
是
の
故
に
第
四
の
阿
字
を
以

て
応
化
声
聞
と
名
づ
く
」

『四
種
声
聞
記
』
該
当
箇
所
②
（『
日
本
大
蔵
経
』
八
三
頁
上
段
五
行
目
）

爾
時
一
切
諸
子
名
阿
若
�
�
等
。

爾
の
時
、
一
切
諸
子
を
阿
若
�
�
と
名
づ
く
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）
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『四
種
声
聞
記
』
該
当
箇
所
③
（『
日
本
大
蔵
経
』
八
四
頁
上
段
六
行
目
）

迹
門
阿
字
顕
別
教
教
門
内
教
文
故
旧
聖
限
第
四
。
垂
迹
権
用
故
前
三
人
教
文
意
限
新
記
大
乗
声
聞
。
未
通
旧
聖
。
迹
門
意
前
三
人

未
顕
本
仏
普
賢
阿
若
�
�
故
是
名
本
仏
不
思
議
力
耳
。

迹
門
の
阿
字
は
別
教
の
教
門
内
の
教
文
を
顕
す
が
故
に
旧
聖
を
第
四
に
限
る
。
垂
迹
権
用
の
故
に
前
の
三
人
の
教
文
の
意
は
新

記
の
大
乗
声
聞
に
限
り
て
、
未
だ
旧
聖
に
通
ぜ
ず
。
迹
門
の
意
は
前
の
三
人
未
だ
本
仏
普
賢
の
阿
若
�
�
を
顕
さ
ざ
る
が
故
に
是
れ

を
本
仏
の
不
思
議
力
と
名
づ
く
る
の
み
。

『四
種
声
聞
記
』
該
当
箇
所
④
（『
日
本
大
蔵
経
』
八
四
頁
下
段
四
行
目
）

顕
名
未
云
大
日
普
賢
阿
若
�
�
。

顕
名
は
未
だ
大
日
普
賢
の
阿
若
�
�
と
云
わ
ず
。

『四
種
声
聞
記
』
該
当
箇
所
⑤
（『
日
本
大
蔵
経
』
八
五
頁
下
段
四
行
目
）

問
。
莫
字
九
重
大
悲
阿
若
�
�
意
一
切
諸
子
帰
本
地
心
智
耶
否
耶
。

問
う
。「
莫
字
九
重
の
大
悲
の
阿
若
の
意
は
一
切
諸
子
を
本
地
の
心
智
に
帰
す
る
や
否
や
」
と
。

『四
種
声
聞
記
』
該
当
箇
所
⑥
（『
日
本
大
蔵
経
』
八
五
頁
下
段
一
〇
行
目
）

優
曇
華
開
三
千
年
一
度
者
。
迹
門
意
従
大
通
仏
時
終
至
于
迹
門
初
住
位
得
初
住
阿
字
。

優
曇
華
の
三
千
年
に
一
度
開
く
は
、
迹
門
の
意
は
大
通
仏
の
時
よ
り
終
り
迹
門
の
初
住
の
位
に
至
り
て
初
住
の
阿
字
を
得
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）
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以
上
に
挙
げ
た
「
阿
字
」「
阿
若
」
の
使
用
例
が
、『
四
種
声
聞
記
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
全
て
で
あ
る
。
一
見
し
て
も
わ
か
る

よ
う
に
『
四
種
声
聞
記
』
に
お
い
て
は
、「
阿
字
」「
阿
若
」
の
語
が
混
在
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
円
珍
と
恵
則
の
問
答
の
形
で
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
恵
則
が
四
種
の
阿
字
に
関
し
て
答
え
て
い
る
段
に
は
、「
法
華
の
肝

心
こ
れ
を
以
て
阿
字
と
名
づ
く
。
此
れ
に
四
種
の
名
有
り
」
と
あ
る
。
こ
の
後
、
円
珍
は
定
林
寺
の
大
阿
闍
梨
が
「
法
華
は
阿
若
の

肝
心
を
宣
ぶ
。
阿
若
の
一
字
を
以
て
天
親
菩
薩
は
四
種
声
聞
を
立
つ
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
の
「
阿
字
」
と
「
阿
若
」
と
の
使
い
分
け
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
判
断
し
難
い
も
の
が
あ
る
。『
四
種
声

聞
記
』
で
は
こ
う
し
た
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
の
で
問
題
点
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。

続
い
て
、『
阿
若
集
』
に
お
け
る
「
阿
字
」「
阿
若
」
の
語
の
使
用
例
を
、
先
と
同
じ
よ
う
に
確
認
し
て
み
た
い
。
な
お
、
原
文
の

引
用
等
に
つ
い
て
は
、
覆
刻
版
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
十
八
冊
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
た
。

『阿
若
集
』
該
当
箇
所
①
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
一
五
頁
下
段
四
行
目
）

夫
尋
円
融
一
実
之
理
観
畳
無
辺
一
理
無
辺
品
数
。
我
今
立
三
種
教
相
理
観
。
安
置
心
性
一
理
也
。
抑
尋
三
種
教
相
者
。
是
大
悲

観
。
阿
若
�
�
�意
有
此
也
。
於
大
悲
阿
若
�
�
�観
。
有
三
種
門
。
一
苦
道
即
法
身
門
。
註
云
始
終
教
道
意
也
。
二
苦
道
一
理
門
。
註
云
一
理

立
教
道
也
。
云
云
。
三
始
終
阿
字
門
。
註
云
□
大
悲
毘
盧
遮
那
説
談
倶
体
倶
用
旨
也
。
哀
阿
若
�
�
�三
諦
是
可
案
也
。
三
世
一
諦
。
一
世
大

毘
盧
遮
那
。
阿
若
�
�
一
理
久
遠
成
道
無
始
無
終
云
云
。

夫
れ
円
融
一
実
の
理
観
に
尋
ね
れ
ば
無
辺
の
一
理
、
無
辺
の
品
数
を
畳
む
。
我
れ
今
、
三
種
の
教
相
理
観
を
立
ち
て
心
性
の
一

理
を
安
置
す
る
な
り
。
そ
も
そ
も
尋
ね
れ
ば
三
種
の
教
相
と
は
、
是
れ
大
悲
観
な
り
。
阿
若
�
�
の
意
は
此
に
有
る
な
り
。
大
悲
の

阿
若
�
�
�観
に
お
い
て
、
三
種
の
門
有
り
。
一
に
は
苦
道
即
法
身
門
。
註
に
云
く
、
始
終
教
道
の
意
な
り
。
二
に
は
苦
道
一
理
門
。
註
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に
云
く
、「
一
理
に
教
道
を
立
つ
な
り
」
と
云
云
。
三
に
は
始
終
阿
字
門
。
註
に
云
く
、
□
「
大
悲
毘
盧
遮
那
の
説
は
倶
体
倶
用
の
旨
を
談

ず
る
な
り
」
と
。
哀()阿
若
�
�
�の
三
諦
是
れ
を
案
ず
べ
き
な
り
。
三
世
の
一
諦
は
、
一
世
の
大
毘
盧
遮
那
な
り
。
阿
若
�
�
�の
一
理
は
久
遠

94

成
道
の
無
始
無
終
な
り
云
云
。

『阿
若
集
』
該
当
箇
所
②
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
一
六
頁
上
段
五
行
目
）

是
初
阿
若
�
�
断
一
分
無
明
。
顕
一
分
我
性
。

是
の
初
の
阿
若
�
�
は
一
分
の
無
明
を
断
じ
て
、
一
分
の
我
性
を
顕
す
。

『阿
若
集
』
該
当
箇
所
③
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
一
六
頁
下
段
一
四
行
目
）

初
阿
若
�
�
具
後
荼
。
初
阿
若
�
�
一
分
無
明
断
之
。
断
此
得
一
。
得
永
不
失
寿
命
也
。

初
の
阿
若
�
�
に
後
の
荼
を
具
す
。
初
の
阿
若
�
�
は
一
分
の
無
明
こ
れ
を
断
ず
。
此
れ
を
断
じ
て
一
を
得
。
得
て
永
く
寿
命
を
失
せ
ざ

る
な
り
。

『阿
若
集
』
該
当
箇
所
④
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
一
七
頁
上
段
一
三
行
目
）

管
註
云
。
久
遠
一
仏
云
云
。
□
問
。
始
終
阿
若
門
意
何
耶
。
□
答
。
従
初
一
心
果
満
最
極
阿
若
�
�
本
不
生
一
身
也
。
於
能
修
行
人
。

皆
是
阿
若
�
�
一
身
。
於
所
修
行
法
門
。
阿
若
�
�
理
性
也
。
故
今
於
円
融
一
実
。
決
始
終
阿
字
門
此
也
。

哀
印
娑
婆
訶
命
覚
如
常
。
従
阿
字
一
身
一
念
。
萬
法
出
生
。
此
故
阿
若
�
�
本
不
生
一
理
。
言
證
道
円
融
義
矣
思
之
。
瑜
伽
最
深
密
処
。

即
法
華
常
住
霊
山
故
。

管
註
に
云
く
、「
久
遠
の
一
仏
」
と
云
云
。
□
問
う
。
始
終
の
阿
若
�
�
�門
の
意
は
何
ぞ
や
。
□
答
う
。
初
の
一
心
よ
り
果
満
じ
て
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最
極
の
阿
若
�
�
本
不
生
の
一
身
な
り
。
能
の
修
行
の
人
に
お
い
て
は
、
皆
な
是
れ
阿
若
の

�
�
�
一
身
な
り
。
所
の
修
行
の
法
門
に
お
い

て
は
、
阿
若
�
�
の
理
性
な
り
。
故
に
今
、
円
融
の
一
実
に
お
い
て
、
始
終
の
阿
字
門
を
決
す
る
こ
と
此
れ
な
り
。

哀
印
娑
婆
訶
、
命
覚
は
常
の
如
し
。
阿
字
の
一
身
一
念
よ
り
、
万
法
は
出
生
す
。
此
の
故
に
阿
若
�
�
本
不
生
の
一
理
は
、
證
道
の

円
融
の
義
を
言
う
な
る
こ
と
こ
れ
を
思
え
。
瑜
伽
の
最
深
密
の
処
な
り
。
即
ち
法
華
の
常
在
霊
山
な
る
が
故
な
り
。

以
上
が
『
阿
若
集
』
に
お
け
る
「
阿
字
」「
阿
若
」
の
使
用
例
で
あ
る
。

『四
種
声
聞
記
』『
阿
若
集
』
に
お
け
る
「
阿
字
」「
阿
若
」
の
使
用
例
を
対
照
し
て
み
る
と
、
ま
ず
『
四
種
声
聞
記
』
で
は
「
阿

字
」「
阿
若
」
の
ど
ち
ら
の
語
も
同
じ
程
度
、
ま
た
は
「
阿
字
」
の
方
が
や
や
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
程
で
あ
っ
た
が
、『
阿

若
集
』
で
は
明
ら
か
に
「
阿
若
」
の
方
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。『
阿
若
集
』
に
お
け
る
「
阿
字
」
の
使
用
例
と
し
て
は
、「
阿
字

門
」「
阿
字
の
一
身
」
と
い
う
部
分
で
使
わ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
両
書
に
お
け
る
「
阿
若
」
の
語
を
仮
に
「
阿
字
」
と
読

み
替
え
た
と
し
て
も
、
さ
ほ
ど
違
和
感
が
な
い
為
、「
若
」
は
「
字
」
の
字
の
写
誤
と
疑
わ
れ
て
も
無
理
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

密
教
に
お
い
て
は
、
一
切
万
有
の
本
源
を
示
す
も
の
と
し
て
「
阿
字
」
と
い
う
術
語
の
使
用
は
一
般
的
で
あ
る
が
、「
阿
若
」
と

い
う
語
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
仏
弟
子
で
五
比
丘
の
一
人
で
あ
る
阿
若
憍
陳
如
の
名
前
に
含
ま
れ
る
名
詞
的
用
法
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
程
度
で
、
両
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
術
語
と
し
て
の
「
阿
若
」
の
使
用
例
は
極
め
て
特
殊
で
あ
る
。『
仏
所
行
讃
』
第
三

転
法
輪
品
に
は
、「
以
彼
知
法
故

名
阿
若
憍
憐

於
佛
弟
子
中

最
先
第
一
悟()」
と
あ
り
、「
阿
若
」
と
い
う
名
は
、
悟
り
の
際
に

95

得
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
若
」
の
語
は
、
jña
ま
た
は
jñatā
の
音
写
語
で
あ
り
、
熟
知
・
知
識
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
、

「
阿
字
」
に
「
若
」
の
意
味
合
い
を
持
た
せ
て
術
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
可
能
性
が
な
い
と
も
言
え
な
い
が
、
文
脈
か
ら
考
え
て

「
阿
若
」
は
「
阿
字
」
で
あ
っ
て
も
問
題
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
四
種
声
聞
記
』
と
『
阿
若
集
』
と
の

両
書
に
お
い
て
「
阿
若
」
の
語
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
く
、「
阿
若
」
に
「
阿
字
」
と
は
異
な
っ
た
特
殊
な
意
味
合
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い
が
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
。

八
、
結

び

本
稿
で
は
『
四
種
声
聞
記
』
の
論
述
内
容
を
中
心
と
し
て
、
本
書
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
『
阿
若
集
』
と
の
対
照
等
を
試

み
た
。
そ
の
結
果
、
完
全
に
一
致
と
ま
で
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
共
通
す
る
特
異
な
術
語
お
よ
び
名
詞
等
の
使
用
例
が
両
書
に
散
見

さ
れ
た
こ
と
や
、
ま
た
、
両
書
に
お
け
る
「
阿
字
」「
阿
若
」
の
使
用
例
等
か
ら
鑑
み
て
も
、『
四
種
声
聞
記
』
と
『
阿
若
集
』
と
の

間
に
は
、
そ
の
背
景
と
す
る
教
学
に
高
い
類
似
の
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
。

両
書
は
そ
れ
ぞ
れ
に
扱
う
テ
ー
マ
が
異
な
る
が
、『
阿
若
集
』
が
俗
に
『
教
観
日
記
』
と
称
さ
れ
て
「
日
記
」
と
い
う
特
異
な
名

称
が
『
四
種
声
聞
記
』
と
一
致
し
て
い
る
点
や
、
文
脈
的
な
傾
向
か
ら
し
て
も
両
書
に
お
け
る
密
教
的
な
解
釈
に
は
共
通
点
の
あ
る

こ
と
が
伺
え
た
。

偽
撰
説
の
あ
る
両
書
で
あ
る
が
、
論
述
的
な
特
徴
か
ら
鑑
み
て
こ
れ
ら
が
仮
に
偽
撰
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
一
人
物
に
よ
っ
て

著
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
も
し
く
は
複
数
人
に
よ
る
撰
述
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
学
派
に
属
す
る
者
た
ち
の
間
で
著
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

『四
種
声
聞
記
』
は
、
古
く
か
ら
源
信
や
覚
超
等
の
著
述
と
近
い
位
置
に
あ
る
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
本
文
中
の

用
例
な
ど
か
ら
鑑
み
て
も
、
浄
土
教
的
な
性
格
を
含
ん
だ
著
述
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
延
い
て
は
『
阿
若
集
』
も

ま
た
然
り
で
あ
ろ
う
こ
と
が
『
四
種
声
聞
記
』
と
の
関
連
等
か
ら
指
摘
出
来
る
の
で
あ
る
。
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註
(１
)
三
崎
良
周
﹇
一
九
七
八
﹈
五
一
頁
下
か
ら
引
用
。

(２
)
『大
正
蔵
』
第
二
十
六
巻
、
N
o.1520.

(３
)
『大
正
蔵
』
第
二
十
六
巻
、
N
o.1519.

(４
)
大
竹
晋
﹇
二
〇
一
一
﹈
に
は
、「
な
お
、
現
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
は
か
つ
て
西
蔵
文
化
圏
に
お
い
て

蔵
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
近
年
西
蔵
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
『
パ
ン
タ
ン
マ
目
録
』
の
う
ち
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。『
聖
妙
法

蓮
華
経
釈
』。
軌
範
師
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
作
。
’phags
pa
dam
pa’ichos
pad
m
a
dkar
po’ibshad
pa/slob
dpon
Ba
su
ban
dhus

m
dzad
pa/」（
一
一
三
袞
一
一
四
頁
）
と
あ
る
。

(５
)
藤
井
教
公
﹇
二
〇
〇
三
﹈
三
五
頁
か
ら
引
用
。

(６
)
藤
井
教
公
﹇
二
〇
〇
一
﹈
二
二
頁
か
ら
引
用
。

(７
)
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
十
巻
、
九
四
頁
か
ら
引
用
。
解
説
は
渡
辺
最
昌
。

(８
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』（
覆
刻
版
）
第
二
十
八
冊
、
智
証
大
師
全
集
四
。

(９
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』（
覆
刻
版
）
第
二
十
八
冊
、
一
二
一
五
頁
下
。

(
)
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
一
巻
、
二
二
頁
を
参
照
。
解
説
者
は
田
島
徳
音
。

10(
)
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
十
巻
、
九
四
頁
に
は
「
日
本
大
蔵
経
第
四
一
」
と
あ
る
が
誤
植
で
、
正
確
に
は
「
日
本
大
蔵
経
第
四
三
」
で
あ

11
る
。

(
)
鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
九
十
七
巻
、
解
題
一
の
三
四
六
頁
を
参
照
。
解
説
は
多
田
厚
隆
。

12(
)
鈴
木
学
術
財
団
編
『
日
本
大
蔵
経
』（
増
補
改
訂
版
）
第
一
〇
〇
巻
、
目
録
・
索
引
の
二
四
二
頁
を
確
認
し
た
が
、
N
o.469『
四
種
声
聞

13
記
』
の
原
本
情
報
は
な
か
っ
た
。
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(
)
『四
種
声
聞
記
』
の
刊
本
に
関
し
て
は
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
十
巻
（
九
五
頁
）
を
参
照
。
ま
た
、『
天
台
小
部
集
釈
』
の
刊
本
に
関
し

14
て
は
同
第
八
巻
（
一
三
一
頁
）
を
参
照
。

(
)
大
久
保
良
順
﹇
一
九
六
九
﹈、
二
頁
。

15(
)
同
論
文
、
三
頁
。

16(
)
同
論
文
、
七
頁
参
照
。

17(
)
三
崎
良
周
﹇
一
九
七
八
﹈
五
〇
頁
。

18(
)
同
論
文
、
五
〇
頁
。

19(
)
同
論
文
、
五
〇
頁
袞
五
一
頁
。

20(
)
同
論
文
、
五
一
頁
。

21(
)
同
論
文
、
五
一
頁
袞
五
一
頁
。

22(
)
『智
証
大
師
全
集
』
で
は
、「
入
唐
沙
門
□
円
珍
□
叙
」
を
「
山
王
院
円
珍
」
と
す
る
。

23(
)
寛
文
二
年
刊
本
に
は
、「
元
」
の
字
の
前
に
「
夫
謹
案
」
と
あ
る
。

24(
)
『智
証
大
師
全
集
』
で
は
、「
入
唐
沙
門
円
珍
留
意
一
心
」
を
「
留
意
一
心
入
唐
沙
門
円
珍
」
と
す
る
。

25(
)
寛
文
二
年
刊
本
に
は
、「
謹
案
」
の
語
を
欠
き
、
ま
た
、「
天
親
」
の
語
の
前
に
「
珍
」
と
あ
る
。

26(
)
元
慶
第
七
年

西
暦
八
八
三
年
。

27(
)
未

時
刻
で
は
午
後
二
時
、
お
よ
び
そ
の
前
後
の
二
時
間
。

28(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
「
元
」
の
か
わ
り
に
「
無
」
と
あ
る
。

29(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
令
イ
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

30(
)
決
定

長
い
間
に
小
乗
を
習
っ
て
一
度
は
必
ず
阿
羅
漢
果
を
悟
る
べ
き
声
聞
を
い
う
。

31
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(
)
増
上
慢

小
乗
を
学
ん
で
満
足
し
て
お
り
、
悟
っ
て
い
な
い
の
に
悟
っ
た
と
思
っ
て
慢
心
を
起
し
て
い
る
声
聞
を
い
う
。

32(
)
退
大

大
乗
の
教
え
に
従
っ
て
長
い
間
修
行
を
行
っ
て
い
た
が
、
菩
提
心
を
失
っ
て
し
ま
い
小
乗
の
悟
り
求
め
る
声
聞
を
い
う
。

33(
)
応
化

声
聞
や
衆
生
を
大
乗
の
道
に
引
き
入
れ
る
為
に
、
仮
り
に
声
聞
の
姿
を
と
る
仏
や
菩
薩
を
い
う
。

34(
)
阿
字

万
有
の
根
源
を
象
徴
し
た
字
。
特
に
密
教
で
は
不
生
不
滅
で
あ
り
、
万
物
の
本
源
で
あ
る
と
考
え
る
。
宇
宙
万
有
を
宗
教
的
人
格

35
と
み
な
し
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
文
字
で
あ
る
。

(
)
本
不
生

心
が
初
め
に
生
じ
た
辺
際
も
、
終
わ
り
に
滅
す
る
辺
際
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
心
は
本
来
不
生
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

36(
)
四
種
曼
荼
羅

密
教
に
お
け
る
曼
荼
羅
の
四
種
。
大
曼
荼
羅
、
三
昧
耶
曼
荼
羅
、
法
曼
荼
羅
、
羯
磨
曼
荼
羅
の
四
つ
。

37(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
上
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

38(
)
定
林
寺
の
大
阿
闍
梨

定
林
寺
は
中
国
の
江
蘇
省
江
寧
府
鍾
山
に
あ
る
。
創
建
年
代
は
未
詳
。
大
阿
闍
梨
は
曇
摩
蜜
多
の
こ
と
か
。

39(
)
明
理

真
理
を
説
明
す
る
こ
と
。

40(
)
法
華
八
年

天
台
教
学
で
、
釈
尊
は
入
滅
に
至
る
最
後
の
八
年
間
に
は
、『
法
華
経
』
の
説
法
の
み
を
な
さ
れ
た
と
主
張
す
る
こ
と
を
い

41
う
。

(
)
未
詳
の
文
献
。

42(
)
『智
証
大
師
全
集
』
で
は
、「
而
」
の
後
に
「
後
」
の
字
を
加
え
る
。

43(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
後
」
の
字
を
欠
く
。

44(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
其
」
の
字
を
欠
く
。

45(
)
莎
呵
svāhā
の
音
写
。
も
と
は
ヴ
ェ
ー
ダ
の
祭
祀
に
お
い
て
、
神
々
に
供
物
を
捧
げ
る
と
き
に
唱
え
た
文
句
。
大
乗
仏
教
に
と
り
入
れ

46
ら
れ
、
さ
ら
に
真
言
密
教
に
お
い
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。

(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
无
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。
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(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
无
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

48(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
无
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

49(
)
『智
証
大
師
全
集
』
で
は
、「
名
非
」
を
「
非
名
」
と
す
る
。

50(
)
大
乗
声
聞

天
台
教
学
で
い
う
五
種
声
聞
の
一
つ
。

51(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
輪
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

52(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
无
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

53(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
未
顕
法
身
常
住
之
義
」
の
語
を
欠
く
。

54(
)
智
顗
説
、
潅
頂
記
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
に
、「
則
謂
無
大
乘
聲
聞
。
若
從
自
行
發
迹
顯
本
」（『
大
正
蔵
』
第
三
十
四
巻
、
四
六
頁
中
）

55
と
あ
る
。

(
)
湛
然
『
法
華
文
句
記
』
に
、「
此
用
今
家
所
立
之
名
。
而
以
發
迹
釋
義
。
仍
除
開
三
得
記
已
。
即
名
生
身
得
忍
菩
薩
故
也
」（『
大
正
蔵
』

56
第
三
十
四
巻
、
二
二
六
頁
下
）
と
あ
る
。

(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
宜
」
の
字
を
欠
く
。

57(
)
『妙
法
蓮
華
経
』
如
来
寿
量
品
第
十
六
に
、「
時
我
及
衆
僧

倶
出
靈
鷲
山
」（『
大
正
蔵
』
第
九
巻
、
四
三
頁
中
）
と
あ
る
。

58(
)
湛
然
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
に
、「
頭
角
聲
聞
本
是
菩
薩
如
富
樓
那
等
。
菩
薩
本
是
古
佛
如
文
殊
等
。
並
屈
曲
施
設
故
云
權
」（『
大
正
蔵
』

59
第
三
十
三
巻
、
八
一
七
頁
中
）
と
あ
る
。

(
)
『智
証
大
師
全
集
』
で
は
、「
応
化
」
を
「
化
応
」
と
す
る
。

60(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
娃
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

61(
)
智
顗
説
、
潅
頂
記
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
に
、「
今
開
三
顯
一
正
意
。
爲
決
定
退
大
聲
聞
令
成
大
乘
聲
聞
。
自
行
既
立
即
能
化
應
聲
聞
。

62
若
得
此
意
則
達
有
無
也
」（『
大
正
蔵
』
第
三
十
四
巻
、
四
六
頁
中
）
と
あ
る
。

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

七
五



(
)
湛
然
『
法
華
文
句
記
』
に
、「
應
化
約
垂
迹
全
語
舊
聖
。
佛
道
約
利
他
語
新
記
者
」（『
大
正
蔵
』
第
三
十
四
巻
、
一
六
六
頁
中
）
と
あ
る
。

63(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
親
」
の
か
わ
り
に
「
新
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
意
味
上
か
ら
「
新
」
の
字
に
改
め
る
。

64(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
全
」
の
か
わ
り
に
「
人
云
」
と
あ
る
。

65(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
唯
」
の
か
わ
り
に
「
只
」
と
あ
る
。

66(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
唯
」
の
か
わ
り
に
「
只
」
と
あ
る
。

67(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
総
合
」
の
か
わ
り
に
「
惣
今
」
と
あ
る
。

68(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
其
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

69(
)
引
用
元
は
未
検
。

70(
)
満
願

富
楼
那
の
こ
と
。

71(
)
羅
云

羅
睺
羅
の
こ
と
。

72(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
在
」
の
か
わ
り
に
「
有
」
と
あ
る
。

73(
)
未
詳
の
文
献
。

74(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
其
」「
謂
」
と
あ
る
。

75(
)
引
用
元
は
未
検
。

76(
)
未
詳
の
文
献
。

77(
)
｢法
華
義
記
を
引
き
て
曰
う
」
と
あ
る
が
、
そ
の
後
に
引
用
文
ら
し
き
文
章
は
続
い
て
い
な
い
。

78(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
儲
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

79(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
共
」
の
か
わ
り
に
「
失
」
と
あ
る
。

80(
)
未
詳
の
文
献
。
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(
)
引
用
元
は
未
検
。

82(
)
未
詳
の
文
献
。

83(
)
管

梵
字
の
鑁
。
密
教
に
お
い
て
智
慧
の
識
幟
と
し
て
金
剛
界
大
日
如
来
の
種
子
と
す
る
。

84(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
推
」
の
か
わ
り
に
「
権
」
と
あ
る
。

85(
)
『智
証
大
師
全
集
』
に
は
、「
耳
」
の
か
わ
り
に
「
来
」
と
あ
る
。

86(
)
底
本
に
は
、
傍
注
で
「
イ
授
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
。

87(
)
寛
文
二
年
刊
本
に
は
、「
陀
」
の
か
わ
り
に
「
阿
」
と
あ
る
。

88(
)
三
崎
良
周
﹇
一
九
七
八
﹈
の
五
一
頁
を
参
照
。

89(
)
『日
本
大
蔵
経
』（
増
補
改
訂
版
）
第
八
十
巻
、
八
二
頁
上
。

90(
)
同
前
、
八
六
頁
下
。

91(
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』（
覆
刻
版
）
第
二
十
八
冊
、
一
三
九
二
頁
下
。

92(
)
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
一
巻
、
二
一
頁
を
参
照
。

93(
)
哀

梵
字
の
阿
。
万
有
の
根
源
を
象
徴
し
た
字
。
特
に
密
教
で
は
不
生
不
滅
で
あ
り
、
万
物
の
本
源
で
あ
る
と
考
え
る
。

94(
)
『大
正
蔵
』
第
四
巻
、
三
〇
頁
中
。

95文
献
表

〈辞
典
・
全
集
類
〉

『学
研
新
漢
和
大
字
典
』（
普
及
版
）
学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹇
二
〇
一
二
﹈

『漢
訳
対
照
梵
和
大
辞
典
』（
増
補
改
訂
版
）
鈴
木
学
術
財
団
﹇
一
九
七
九
﹈
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『広
説
佛
教
語
大
辞
典
』
中
村
元
著
、
東
京
書
籍
﹇
二
〇
〇
一
﹈

『国
書
総
目
録
』（
補
訂
版
）
第
一
巻
、
岩
波
書
店
﹇
一
九
八
九
﹈

『コ
ン
サ
イ
ス
佛
教
辞
典
』
大
東
出
版
社
﹇
二
〇
〇
九
﹈

『昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
上
巻
、
法
蔵
館
﹇
一
九
七
八
﹈

『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
大
蔵
出
版
﹇
一
九
二
四
袞
一
九
三
四
﹈

『大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
十
四
冊
、
仏
書
刊
行
会
﹇
一
九
一
三
﹈

『大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
十
八
冊
、
智
証
大
師
全
集
第
四
、
仏
書
刊
行
会
﹇
一
九
一
八
﹈

『大
日
本
仏
教
全
書
』
第
四
十
一
巻
、
天
台
部
五
、
鈴
木
学
術
財
団
﹇
一
九
七
一
﹈

『大
日
本
仏
教
全
書
』
第
九
十
七
巻
、
解
題
一
、
鈴
木
学
術
財
団
﹇
一
九
七
三
﹈

『大
日
本
仏
教
全
書
』（
覆
刻
版
）
第
二
十
四
冊
、
天
台
法
華
宗
義
集
、
天
台
小
部
集
釈
、
仏
書
刊
行
会
﹇
一
九
七
八
﹈

『智
証
大
師
全
集
』
下
巻
、
園
城
寺
事
務
所
﹇
一
九
一
八
﹈

『智
証
大
師
全
集
』（
復
刊
）
下
巻
、
園
城
寺
﹇
一
九
七
八
﹈

『天
台
学
辞
典
』（
新
装
版
）
国
書
刊
行
会
﹇
二
〇
一
三
﹈

『日
本
大
蔵
経
』
第
四
十
三
巻
、
宗
典
部
、
天
台
宗
密
教
章
疏
第
一
、
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
﹇
一
九
二
〇
﹈

『日
本
大
乗
経
』（
増
補
改
訂
版
）
第
八
十
巻
、
天
台
密
教
章
疏
二
、
鈴
木
学
術
財
団
﹇
一
九
七
六
﹈

『日
本
大
蔵
経
』（
増
補
改
訂
版
）
第
九
十
九
巻
、
解
題
三
、
鈴
木
学
術
財
団
﹇
一
九
七
八
﹈

『佛
教
漢
梵
大
辞
典
』
平
川
彰
編
、
霊
友
会
﹇
一
九
九
七
﹈

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
大
東
出
版
社
﹇
一
九
三
三
袞
一
九
三
五
﹈

『望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
一
巻
、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
﹇
一
九
三
三
﹈
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〈著
作
・
論
文
〉

大
久
保
良
順
﹇
一
九
六
九
﹈「
天
台
口
伝
法
門
と
密
教
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
五
、
一
袞
七
頁

大
竹
晋
﹇
二
〇
一
一
﹈『
新
国
訳
大
蔵
経
』
大
蔵
出
版

藤
井
教
公
﹇
二
〇
〇
一
﹈「
世
親
『
法
華
論
』
訳
注
（
一
）」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
〇
五
、
二
一
袞
一
一
二
頁

﹇
二
〇
〇
二
﹈「
世
親
『
法
華
論
』
訳
注
（
二
）」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
〇
八
、
一
袞
九
五
頁

﹇
二
〇
〇
三
﹈「
世
親
『
法
華
論
』
訳
注
（
三
）」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
一
一
、
一
袞
七
〇
頁

三
崎
良
周
﹇
一
九
七
八
﹈「
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
」『
増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経
』
第
九
十
九
巻
、
解
題
三
、
五
〇
頁
下
袞
五
一
頁
下

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』、『
阿
若
集
』、
円
珍

円
珍
『
法
華
論
四
種
声
聞
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て
（
浅
野
）

七
九
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一

Summary

On Enchin’s 圓珍 Hokke ron shi shu
shōmon nikki 法華論四種声聞日記

Manabu Asano

Enchin’s 圓珍 (814-891) Hokke ron shi shu shōmon nikki 法華論四種声聞
日記 in one scroll 巻 is a treatise written in catechetical form and focusing
on the four types of Śrāvakayāna followers set forth in Vasubandhu’s
＊Saddharmapun. d. arīkasūtropade a 法華論. These four types, which appear
in the context of three categories of sameness 三平等, are: (1) Śrāvakayāna
followers whose nature is fixed 決定声聞; (2) Śrāvakayāna followers who
are arrogant[ly dismissive of Mahāyāna] 増上慢声聞; (3) Śrāvakayāna fol-
lowers who have lapsed from the [bodhisattvic] resolve to attain Awaken-
ing 退菩提心声聞; (4) [Buddhas and bodhisattvas who provisionally]
manifest themselves as Śrāvakayāna followers 応化声聞.

Enchin is also the author of the Hokke ron gi 法華論記 in ten scrolls
十巻, which is an exoteric commentary on the same text. Unlike it,
however, the Hokke ron shi shu shōmon nikki makes frequent use of
exoteric vocabulary.

According to some scholars, the Hokke ron shi shu shōmon nikki is
wrongly attributed to Enchin. The main arguments brought in favour of
this theory are the similarities it allegedly shares with the Anya shū阿若集,
another text traditionally attributed to Enchin but regarded now as a
compilation by other author(s).

The Hokke ron shi shu shōmon nikki has not received much
attention in modern research and no Japanese translation has been
published so far. The present paper contains the first attempt at a
translation into Japanese of the entire text. I also identify and examine the
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similarities in the vocabulary of the Hokke ron shi shu shōmon nikki and the
Anya shū in the hope of shedding more light on the relations between the
two texts.
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